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子どもたちに夢を「ドリーム・ベースボール」
　７月24日㈰、サン・スポーツランド畑野野球場で、元プロ野球選手で編成するドリームチームと
佐渡市選抜チームとの親善試合や野球教室などが開催され、スーパースターとの楽しい触れ合いに、 
心ときめく一日となりました。
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藤
木
副
市
長・伊
藤
副
市
長 

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

７
月
１
日
付
で
副
市
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
両
津
夷
出
身
の
藤
木
則
夫
で
す
。

　

父
が
旧
両
津
市
役
所
に
勤
務
い
た
し
て

お
り
ま
し
た
の
で
、
親
子
２
代
に
わ
た
っ

て
佐
渡
の
行
政
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
旧
両
津
高
校
を
卒
業
後
、
佐
渡
で

言
う
「
旅
ん
も
ん
」
を
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
愛
す
る
佐
渡
に
戻
っ
て
参
り
ま
し
た
。

厚
生
労
働
省
で
の
勤
務
経
験
を
活
か
し
、

主
に
、
総
務
、
医
療
･
介
護
･
福
祉
な
ど

の
部
門
を
担
当
い
た
し
ま
す
。

　

今
、
佐
渡
は
、
産
業
も
、
観
光
も
そ
し

て
私
た
ち
の
暮
ら
し
も
大
き
な
曲
が
り
角

に
来
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
旧
市
町

村
ご
と
の
豊
か
な
歴
史
、
文
化
、
自
然
や

人
情
を
佐
渡
全
体
の
魅
力
や
財
産
と
し
な

が
ら
、
今
こ
そ
、
佐
渡
市
民
と
し
て
皆
が

心
を
一
つ
に
し
て
、
私
た
ち
の
明
る
い
暮

ら
し
や
生
き
生
き
と
し
た
佐
渡
島
を
拓
く

ト
キ
と
思
い
ま
す
。
私
も
微
力
を
尽
く
し

て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

７
月
１
日
付
で
副
市
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
相
川
下
戸
町
出
身
の
伊
藤
光
で
す
。

　

高
校
卒
業
と
同
時
に
佐
渡
を
離
れ
、
平

成
15
年
に
佐
渡
に
戻
っ
て
き
て
郵
便
局
長

を
13
年
務
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
地
域
活
動
に
携

わ
っ
て
き
た
経
験
と
郵
便
局
で
地
域
の
み

な
さ
ま
の
暮
ら
し
を
お
手
伝
い
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
を
活
か
し
、
市
民
の
み
な

さ
ま
と
市
役
所
の
距
離
を
縮
め
ら
れ
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
。

　

担
当
は
、
農
林
水
産
、
観
光
・
産
業
振

興
、
地
域
振
興
、
交
通
政
策
、
環
境
対
策
、

世
界
遺
産
推
進
、
水
道
、
消
防
で
す
。

　

大
好
き
な
佐
渡
の
た
め
精
一
杯
努
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

７
月
24
日
㈰
、
サ
ン
・

ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
畑
野
野

球
場
を
メ
イ
ン
会
場
に
、
プ

ロ
野
球
の
往
年
の
名
選
手
24

人
を
迎
え
て
、「
ド
リ
ー
ム
・

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

午
前
は
、
少
年
少
女
ふ
れ

あ
い
野
球
教
室
と
し
て
、「
離

島
甲
子
園
」
な
ど
で
佐
渡
と

も
縁
の
深
い
元
ロ
ッ
テ
の
村

田
兆
治
さ
ん
や
、
元
中
日
の
谷

沢
健
一
さ
ん
、
元
阪
神
の
藤
田

平
さ
ん
、
元
巨
人
の
桑
田
真
澄

さ
ん
た
ち
が
、
島
内
の
少
年
野

球
チ
ー
ム
の
小
中
学
生
お
よ
そ

３
０
０
人
を
指
導
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
金
田
正
一
さ
ん
に
よ

る
ふ
れ
あ
い
講
演
会
も
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

青
空
の
も
と
、
元
プ
ロ
野
球
選
手
の

丁
寧
な
指
導
に
、
子
ど
も
た
ち
は
真
剣

な
表
情
で
技
術
や
心
得
を
学
ん
で
い

ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
島
内
の
社
会
人
チ
ー

ム
選
抜
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
佐
渡
市
選

抜
チ
ー
ム
と
元
プ
ロ
の
ド
リ
ー
ム

チ
ー
ム
に
よ
る
親
善
試
合
「
ド
リ
ー

ム
・
ゲ
ー
ム
」
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

お
よ
そ
２
，
３
０
０
人
の
観
客
が
試

合
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

副市長

　藤
ふじ
木
き
　則
のり
夫
お

副市長

　伊
い
藤
とう
　　光

ひかる
　

宝くじスポーツフェア

「ドリーム・ベースボール」
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き
ず
な
を
つ
な
ぐ

「
タ
ス
キ
リ
レ
ー
」

　

埼
玉
県
入
間
市
と
佐
渡
市
の
姉
妹
都
市

提
携
は
、
今
年
で
30
周
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、
７
月
２
日
㈯
、
３
日

㈰
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
入
間
市
・
佐
渡

市
姉
妹
都
市
提
携
30
周
年
記
念
ス
ポ
ー
ツ

交
流
事
業
「
タ
ス
キ
リ
レ
ー
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

入
間
市
か
ら
は
田
中
龍
夫
市
長
を
は
じ

め
、
入
間
市
体
育
協
会
な
ど
約
40
人
が
来

島
し
、
佐
渡
の
外
周
を
入
間
市
と
佐
渡
市

の
走
者
が
交
互
に
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
な
が

ら
、
佐
渡
一
周
約
２
０
０
キ
ロ
を
走
り
抜

け
ま
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
地
点
の
あ
い
ぽ
ー
と
佐
渡
で

は
、
入
間
市
長
と
佐
渡
市
長
が
同
時
に
出

発
し
、
大
佐
渡
方
面
と
小
佐
渡
方
面
に
分

か
れ
て
走
り
出
し
ま
し
た
。
初
日
は
と
て

も
蒸
し
暑
く
、
２
日
目
は
前
日
と
は
う
っ

て
か
わ
っ
て
大
雨
の
中
で
の
リ
レ
ー
と
な

り
、
決
し
て
走
り
や
す
い
環
境
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
お
互
い
に
励
ま
し
合

い
な
が
ら
両
市
の
き
ず
な
の
証
し
と
も
い

え
る
タ
ス
キ
を
交
互
に
つ
な
げ
て
い
き
、

ゴ
ー
ル
で
あ
る
市
役
所
本
庁
舎
に
無
事
た

ど
り
つ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
な
が
ら
、
入
間
市
と
の
き
ず
な
を
深

め
て
い
き
ま
す
。 ○

姉
妹
都
市
の
経
緯

　

昭
和
61
年
10
月　

旧
両
津
市
と
入
間
市
の
姉
妹
都
市
協
定
締
結

　

平
成
23
年
５
月　

 

佐
渡
市
と
入
間
市
の
間
で
姉
妹
都
市
交
流
推
進
宣
言
書
調
印

　

こ
れ
ま
で
、
両
市
の
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
、
物
産
展
等
の
交
流
を
実
施

第１走者と最終走者を田中入間市長、
三浦佐渡市長がつとめました

互いに励まし合いながら
タスキをつなぐ

『若者支援 
　指定寄附金』を 
　いただきました

　

旧
小
木
町
出
身
で
千

葉
県
在
住
の
堀ほ

り

口ぐ
ち

智と
も

顕あ
き

さ
ん
か
ら
、「
高
い
志

を
持
っ
て
が
ん
ば
る
若

者
の
育
成
に
役
立
て
て

ほ
し
い
」
と
２
千
万
円

の
寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。

　

佐
渡
市
で
は
、
誠
実

で
豊
か
な
人
間
性
に
基

づ
い
た
、
社
会
に
貢
献

す
る
人
材
の
育
成
を
目

的
と
し
て
、
佐
渡
市
堀

口
基
金
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
い
た
だ
い
た
寄

附
金
を
こ
の
基
金
に
積

み
立
て
、
が
ん
ば
る
若

者
の
人
材
育
成
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
地
域
振
興
課

　

地
域
振
興
係

　

☎
63
―
４
１
５
２

市報さど　平成28年8月号
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　第２次計画改訂にあたり、３計画共通の視点で一体的に健康づくりを推進します。
　今回は活躍盛り世代（おおむね65歳以上）の計画について紹介します。
　活躍盛り世代は、自分のできることをして地域に貢献している世代です。

目指す姿	 ○健康でありたいという意欲を持ち、かかりつけ医や健診の場を活用する
 ○自分の老いと上手に付き合う
 ○住み慣れた地域で互いに見守り支えあいながら、生涯現役でいきいきと過ごす
 ○自分の経験を生かして、次世代へ伝える

　これからの 10 年間、３つの計画を推進することで健やかな「こころ」と「からだ」をつくり、健康寿
命の延伸と生涯現役を目指します。
お問い合わせ　市役所市民生活課健康推進室　健康増進係　☎６３－３１１５

を紹介
     　します

「健幸さど21」第2次  計画
第2次  佐渡市歯科保健計画
第2次  佐渡市食育推進計画

【現状】
　市では高齢になっても農業や漁業に従事する人や、趣味で畑仕事や漁に親しむ人が多くいます。高
齢化が進むとともに、支援の必要性が高い世帯が増えています。健康寿命を延ばすことで介護が必
要となる時期を少しでも遅らせること、家庭や地域の中で役割を持ち、お互いを思いやり、支えあい、
助け合い、介護が必要となっても自分らしく生活できる地域をつくることが急務です。

【重点取組】　住み慣れた地域で、自分らしく生活できる支え合いの地域づくりを目指します。
　○生涯現役を目指し、自分に合った健康づくりに取り組む

・健康でありたいという意欲を持ち続ける　　　　・必要な時期に適切なサービスを受ける

　○地域の人とのつながりの中で、生きがいを持ち活躍する

・自分自身の経験を活かして、次世代へ伝える　　・市民が支えあう地域づくりに取り組む

・ 佐渡市は県平均より健康寿命が長いことがわかりました。老いや病気と上手に付き合って、生
涯現役でいるためにも、閉じこもらずに外出する機会を増やしましょう。

・自分の歯が 20 本以上あるとしっかり噛んで何でも食べられます。
・ １日３食、バランスのよい食事（「主食」＋「主菜」＋「副菜」がそろう）を摂っている人は男

女合せて 50.5％です。きちんと食べて健康寿命を延ばしましょう。

平均余命と健康寿命（平成22年）
（歳）

79.46
77.92

86.98
83.52

79.04

86.25
85.18

男

新潟県
女 男 女

佐渡市

70

75

80

85

90 平均余命 健康寿命

79.55

（％）
65歳以上でバランスのよい食事を摂る割合

男 女

1日 3食摂る 1日 2食摂る 1日 1食摂る ほとんど摂らない
0

10

20

30
23.6

26.9

11.7

17.4

8.3 8.1

2.4 1.7

【平成22年	簡易生命表より試算】 【平成27年度佐渡市特定健診・健康診査問診結果より】

市報さど　平成28年8月号
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個
別
外
部
監
査
人
に
よ
る
監
査
を
実
施
し
ま
す

　

監
査
機
能
の
専
門
性
や
独
立
性
を
強
化

す
る
こ
と
に
よ
り
、
行
政
運
営
の
公
正
性

お
よ
び
透
明
性
を
確
保
し
、
信
頼
性
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
外
部
監
査
人

に
よ
る
個
別
外
部
監
査
を
実
施
し
ま
す
。

１　
個
別
外
部
監
査
と
は

　

個
別
外
部
監
査
と
は
、
個
別
の
具
体
的

な
監
査
案
件
に
つ
い
て
、
議
会
の
議
決
に

よ
り
、
通
常
の
市
の
監
査
委
員
に
よ
る
監

査
に
代
え
て
、
外
部
の
弁
護
士
や
公
認
会

計
士
な
ど
の
専
門
家
に
よ
り
行
わ
れ
る
監

査
で
す
。

2　
監
査
内
容

　

今
回
の
個
別
外
部
監
査
で
は
、
補
助
金

交
付
事
務
の
一
般
的
な
事
務
処
理
手
続
と
、

離
島
流
通
効
率
化
事
業
補
助
金
で
実
際
に

行
わ
れ
た
事
務
処
理
手
続
を
比
較
し
、
そ

の
適
否
を
確
認
し
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
補
助
金
交
付
事
務
に
お
け

る
事
務
処
理
手
続
の
汎
用
基
準
ま
た
は
そ

の
方
向
性
に
つ
い
て
の
提
言
を
求
め
ま
す
。

3　
監
査
後
の
報
告
お
よ
び
対
応

　

外
部
監
査
人
か
ら
監
査
報
告
を
受
け
た

後
は
、
そ
の
結
果
を
公
表
し
、
ま
た
、
監

査
結
果
に
基
づ
き
、
現
行
の
補
助
金
交
付

事
務
の
見
直
し
を
し
て
い
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
総
務
課
法
規
係

　

☎
63
―
３
１
１
１

『
離
島
甲
子
園
』に
向
け
て 

佐
渡
市
中
学
校
選
抜
チ
ー
ム
の
結
団
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

７
月
９
日
㈯
、「
国
土
交
通
大
臣
杯
第
９
回
全
国
離
島
交
流
中
学
生
野
球
大
会
（
離
島

甲
子
園
）」
に
向
け
た
結
団
式
が
、
真
野
ふ
る
さ
と
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
佐
渡
市
中
学
校
選
抜
チ
ー
ム
」
の
選
手
た
ち
は
、
一
人
ひ
と
り
伊
藤
副
市
長
か
ら
帽

子
が
手
渡
さ
れ
、
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
島
根
県
隠
岐
の
島
町
で
８
月
22
日
㈪
か
ら
８
月
26
日
㈮
の
日
程
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ま
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

外
部
監
査
人

補助金制度の
見直し

監査結果公表

契約締結

報告書提出

市　長

議　会

監査委員

選手
笠井　　凌介 両 津 中 学 校 北澤　　　陸 両 津 中 学 校
祝　　　海太 両 津 中 学 校 三浦　　凌雅 相 川 中 学 校
大澤　　　陸 佐 和 田 中 学 校 本間　　達也 佐 和 田 中 学 校
水沼　　優介 佐 和 田 中 学 校 寺田　　　仁 金 井 中 学 校
野﨑　　大夢 金 井 中 学 校 三浦　　瑞己 金 井 中 学 校
川上　　龍久 新 穂 中 学 校 大澤　　崚斗 畑 野 中 学 校
笹木　　健也 畑 野 中 学 校 服部　　兼真 畑 野 中 学 校
松本　　　奨 畑 野 中 学 校 伊澤　　陸斗 真 野 中 学 校
海老名　寿一 南 佐 渡 中 学 校 渡部　　聖生 赤 泊 中 学 校

監督 渡部　　厚 金井中学校　教諭
コーチ 松村　博生 両津中学校　教諭
審判員 安達　　勇 佐渡野球連盟

佐渡市中学校選抜チーム

市報さど　平成28年8月号
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新潟県
初開催！

エ
コ
と
ア
ー
ト
の
融
合
！
（
佐
渡
博
物
館
特
別
展
）
　
10
月
31
日
㈪
ま
で
開
催
中

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ア
ー
ト
「
朱
鷺
の
舞
う
佐
渡
の
自
然
」

　

佐
渡
博
物
館
で
、「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ア
ー

ト
特
別
展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
特
別
展
に
は
、
佐
渡
市
八
幡
出
身

で
横
浜
市
を
本
拠
地
と
し
て
世
界
的
に
活

躍
さ
れ
て
い
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
本
間
ま
す
み
さ
ん
の
作
品
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
れ
が
本
当
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
で

き
て
い
る
の
か
」
と
目
を
疑
う
作
品
ば
か

り
で
す
。
ま
た
、
随
時
作
品
が
増
え
、
毎

回
違
う
姿
を
見
せ
て
く
れ
る
予
定
で
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

緊
急
特
別
企
画

 

本
間
ま
す
み
先
生
に
よ
る

　
　
　

実
演
＆
作
品
解
説

　

実
際
に
作
品
を
製
作
す
る
過
程
が
見

学
で
き
ま
す
！

　

次
の
日
程
に
よ
り
佐
渡
博
物
館
特
別

展
会
場
に
お
い
て
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
と
な
い
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

開
催
日
お
よ
び
時
間

　

８
月
13
日
㈯
〜
８
月
15
日
㈪

※ 

各
日
と
も
に
、午
前
の
部
は
、午
前
11
時
〜

正
午
ま
で
、午
後
の
部
は
、午
後
１
時
〜
２

時
ま
で
開
催
し
ま
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
ア
ー
ト
へ
!!

　

生
活
の
中
で
使
用
済
み
の
空
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
。
再
生
資
源

と
し
て
の
認
識
は
定
着
し
て
い
る
も
の
の
、
捨
て
て
し
ま
え
ば

「
ご
み
」
と
な
っ
て
し
ま
う
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
。

　

こ
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
、
ハ
ン
ダ
ゴ
テ
と
人
の
手
の
み
で
人

を
感
動
さ
せ
る
〈
ア
ー
ト
〉
と
し
て
よ
み
が
え
り
ま
す
。

　

幻
想
的
な
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
光
に
よ
っ
て
織
り
な
す
佐
渡
の
自
然

や
生
き
物
た
ち
の
世
界
を
ぜ
ひ
、
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

佐
渡
博
物
館

開
館
時
間

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

入
館
料

　

大
人　
　
　

５
０
０
円

　

小
中
学
生　

２
０
０
円

　

未
就
学
児
童　
　

無
料

お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
博
物
館

　

☎
52
―
２
４
４
７

7月7日、本間先生の解説を熱心に聞く
八幡小学校の児童の皆さん

まるで水族館にきているような雰囲気に！

市報さど　平成28年8月号



7

海
上
保
安
庁 

「
海
上
保
安
大
学
校
学
生
採
用
試
験
」の
お
知
ら
せ

　

海
上
保
安
庁
で
は
、

平
成
29
年
４
月
入
校
の

「
海
上
保
安
大
学
校
学

生
採
用
試
験
」
を
行
い

ま
す
。

◆
採
用
予
定
数

　

海
上
保
安
大
学
校
学
生　

約
60
人

◆
受
験
資
格

⑴ 

平
成
28
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高
等
学

校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
２
年
を
経
過

し
て
い
な
い
方
お
よ
び
平
成
29
年
３
月

ま
で
に
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育
学

校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
方

⑵ 

高
等
専
門
学
校
の
第
３
学
年
の
課
程
を

修
了
し
た
方
で
、
平
成
28
年
４
月
１
日

に
お
い
て
当
該
課
程
を
修
了
し
た
日
の

翌
日
か
ら
起
算
し
て
２
年
を
経
過
し
て

い
な
い
方
等
、
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る

方
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
方

◆
試
験
日
程
お
よ
び
試
験
内
容

・
第
１
次
試
験

　

10
月
29
日
㈯
〜
10
月
30
日
㈰

　

 

学
科
試
験
（
多
肢
選
択
式
お
よ
び
記
述

式
）・
基
礎
能
力
試
験
（
多
肢
選
択
式
）・

作
文
試
験

・
第
２
次
試
験

　

12
月
16
日
㈮

　

 

人
物
試
験
・
身
体
検
査
・
身
体
測
定
・

体
力
検
査

◆
試
験
地

・
第
１
次
試
験

　

 

新
潟
市
、
金
沢
市
お
よ
び
松
本
市
な
ど

全
国
39
ヵ
所

・
第
２
次
試
験

　

新
潟
市
な
ど
全
国
12
ヵ
所

◆
受
付
期
間
お
よ
び
申
込
方
法

□
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み

　

８
月
25
日
㈭
９
時
〜
９
月
５
日
㈪

　

※
受
付
最
終
日
ま
で
の
受
信
有
効
で
す
。

　

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

　

 http://www.jinji-shiken.go.jp/ juken.htm
l

□
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（
国
家
公
務
員
試
験
採
用
情
報
ナ
ビ
）

　

 http://www.jinji.go.jp/saiyo/ saiyo.htm

□
郵
送
・
持
参
申
し
込
み

　

８
月
25
日
㈭
〜
８
月
29
日
㈪

※
受
付
最
終
日
ま
で
の
通
信
日
付
印
有
効
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

第
九
管
区
海
上
保
安
本
部　

総
務
部

　

人
事
課
第
一
人
事
係

　

☎
０
１
２
０
―
４
４
４
―
５
７
６

　
（
直
通
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

任
期
満
了

に
伴
う

「
新
潟
県
知
事
選
挙
」の
お
知
ら
せ

「
新
潟
県
知
事
選
挙
」

○
告
示
日　
９
月
29
日
㈭

○
投
開
票
日　
10
月
16
日
㈰

《
投
票
で
き
る
方
》

○ 

満
18
歳
以
上
の
方
（
平
成
10
年
10
月
17

日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

○ 

佐
渡
市
に
平
成
28
年
６
月
28
日
以
前
か

ら
引
き
続
き
住
民
登
録
を
し
て
い
る
方

　
平
成
28
年
６
月
29
日
以
降
、
佐
渡

市
に
住
民
登
録
を
し
た
方
は
、
次
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
投
票
で
き
ま
す
。

・ 

前
に
住
ん
で
い
た
新
潟
県
内
市
町
村

で
投
票
す
る
。

・ 

前
に
住
ん
で
い
た
新
潟
県
内
市
町
村

選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票
用
紙
を
請

求
し
、
佐
渡
市
選
挙
管
理
委
員
会
が

指
定
し
た
不
在
者
投
票
施
設
で
不
在

者
投
票
を
す
る
。

《
遠
隔
地
に
お
け
る
不
在
者
投
票
》

　

佐
渡
市
の
選
挙
人
名
簿
に
載
っ
て
い
る

方
で
、
投
票
日
当
日
や
期
日
前
投
票
期
間

中
、
遠
隔
地
に
滞
在
し
て
い
る
た
め
投
票

で
き
な
い
場
合
は
、
佐
渡
市
選
挙
管
理
委

員
会
に
投
票
用
紙
等
を
請
求
し
、
滞
在
先

の
市
区
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
に
出
向
い

て
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

①
か
ら
⑤
の
流
れ
で
手
続
き
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
郵
便
等
の
手
続
き
に
相
当
の

日
数
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
投
票
用
紙
の
請
求
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

① 

有
権
者
は
「
不
在
者
投
票
請
求
書
（
兼

宣
誓
書
）」
を
佐
渡
市
選
挙
管
理
委
員

会
に
提
出
し
ま
す
。

② 
佐
渡
市
選
挙
管
理
委
員
会
は
有
権
者
に

投
票
用
紙
と
不
在
者
投
票
証
明
書
を
簡

易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

※ 

封
筒
内
の
証
明
書
に
つ
い
て
は
、封
を
開
け
ず
に

滞
在
先
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

③ 

滞
在
先
選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票
を
行

い
ま
す
。

④ 

投
票
用
紙
と
不
在
者
投
票
証
明
書
は
滞

在
先
選
挙
管
理
委
員
会
が
佐
渡
市
選
挙

管
理
委
員
会
へ
郵
送
し
ま
す
。

⑤ 

郵
送
さ
れ
た
投
票
用
紙
は
選
挙
当
日
、

佐
渡
市
の
投
票
所
の
投
票
箱
に
入
れ
ら

れ
投
票
と
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

☎
63
―
３
１
１
１
（
代
表
）

市報さど　平成28年8月号
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国民健康保険に関するお知らせ
①平成28年度国民健康保険税率が決定しました
　今後も皆さんが安心して医療を受けるための保険給付費等を確保するために、今年度の税率は以下のと
おりとなりましたので、ご理解とご協力をお願いします。
　年度途中で、加入・脱退した場合は月割計算となります。

区分 医療分 後期高齢者支援金分 介護分

所得割額 国保加入者の課税標準額※
に対し 9.14％

国保加入者の課税標準額※
に対し 3.45％

40 歳～ 64 歳の国保加入者の
課税標準額※に対し 3.20％

均等割額 国保加入者１人につき
19,600 円

国保加入者１人につき
11,000 円

40 歳～ 64 歳の国保加入者
１人につき 11,800 円

平等割額 国保加入世帯１世帯につき
16,800 円

限度額 540,000 円 190,000 円 160,000 円
（※ 課税標準額＝前年の総所得金額－基礎控除額 33 万円）

②平成28年度の納税通知書・特別徴収開始通知書を８月15日に送付します
　納税通知書がお手元に届きましたら、必ず開封して内容をご確認いただき、ご不明な点がございました
らお問い合わせください。
　特別徴収開始通知書は、年金からの天引き額のお知らせですので、通知書にて保険税を納付する必要は
ありません。

③特別徴収を口座振替に変更できます
　国保に加入している方全員（世帯主含む）が 65 歳以上 75 歳未満で一定の条件を満たしている場合は、
保険税を年金からの天引き（特別徴収）により納めていただくこととなりますが、申出により口座振替に
変更することができます。市役所窓口で納付方法変更申出書を提出していただくほか、金融機関等の窓口
で口座振替の申し込みが別に必要となります。

　注意事項
　・随時、申出をお受けしていますが、申出時期により口座振替への切替え時期が異なります。
　・納付状況によって口座振替への変更をお受けできない場合がございますのでご了承ください。
　・口座振替へ変更後、滞納が生じた場合は特別徴収へ切り替わります。

④便利な口座振替を推進しています！
　口座振替納付は、あなたの指定された預貯金口座から納期限の日に自動引落で納税する便利で確実な制
度です。

申込方法  市内の金融機関の窓口に申込用紙を備え付けてありますので、お取引のある金融機関へ、 
納税通知書・通帳・届出印をご持参のうえ、お申し込みください。

  第四銀行・北越銀行・大光銀行・新潟縣信用組合・新潟大栄信用組合・新潟県労働金庫 
佐渡農協・羽茂農協・新潟県信用漁業協同組合連合会・ゆうちょ銀行

注意事項 ・申込した月（月末締切）の翌月分から振替納付できます。 
 ・納期限を過ぎた税については振替できません。 
 ・納税義務者が変更となった場合には、新たに申込が必要になります

取扱金融	
機関等

市報さど　平成28年8月号
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⑤ 倒産・解雇などにより離職された方（特定受給資格者）や 
雇い止めなどにより離職された方（特定理由離職者）の軽減措置

　対 象 者 次のすべての条件を満たす方
 １．平成 21 年３月 31 日以降に失業した人
 ２．失業時点で 65 歳未満の人
 ３．雇用保険の特定受給資格者または特定理由離職者
　　　　　　　　※  特定受給資格者または特定理由離職者であるかは、雇用保険受給資格者証の離職理由コードで確認します。

　　　　　　　　　　　特定受給資格者理由コード：11、12、21、22、31、32
　　　　　　　　　　　特定理由離職者理由コード：23、33、34

　軽減内容 前年の給与所得を３０／１００とみなして保険税の計算を行います。
　軽減期間 離職日の翌日の属する月から翌年度末までの期間です。
　申告方法  保険証・雇用保険受給資格者証、印鑑を持参のうえ、市民生活課国民健康保険係または各支

所・各行政サービスセンター税務窓口で、申告書を記入し提出してください。

⑥保険税および医療機関等での窓口負担の減免
　国民健康保険の被保険者の方が、風水害や火災、事業の休廃止や失業等の事由で、一時的に保険税の納
付や医療機関等での支払いが困難になった場合、申請していただくことにより負担が軽減される場合があ
ります。詳しい内容については、お問い合わせください。

　お問い合わせ　市役所市民生活課　国民健康保険係　☎６３－５１１２

佐渡授産ネットワークからの 
お知らせ
　市内障がい福祉施設が相互理解と協同活動の
推進のためにネットワークを作りました。
　このコーナーでは、各施設の活動やおすすめの
一品をご紹介しますので、ぜひご利用ください。

　愛らんど畑野では、「しあわせ豆富」の製造・販売をして
います。食べていただいたお客様に笑顔になってもらえるよ
う、一生懸命がんばっています。
わたしたちの「しあわせ豆富」は、３つのしあわせを願って
います。

1つ　 美味しい　　しあわせ
2つ　 働く　　　　しあわせ
3つ　 生きている　しあわせ

　夏はやっぱり、ヒンヤリと冷奴がおススメです。
　ぜひ味わってみてください。
◆お問い合わせ
〒 952 － 0202　栗野江 1810 番地 21
障がい福祉サービス事業所　愛らんど畑野
　☎ /FAX 共通　６６－３９０１

	第2回		おすすめの一品

愛らんど畑 野
しあわせ豆富

国産大豆100％使用　「しあわせ豆富」

「みんな仲間」を合言葉に毎日、がんばっています

市報さど　平成28年8月号
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日
本
美
術
刀
剣
保
存 

  

協
会
会
長
賞
を
受
賞

　

６
月
14
日
㈫
、
刀
匠
の
新
保
基
治
さ
ん

（
佐
渡
市
梅
津
在
住
）
が
公
益
財
団
法
人

日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
の
主
催
す
る
平

成
28
年
新
作
名
刀
展
に
お
い
て
、
短
刀
・

剣
の
部
で
会
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
保
さ
ん
は
、
佐
渡
の
刀
匠
と
し
て
、

ほ
と
ん
ど
独
学
で
勉
強
し
た
後
、
故
佐
藤

寒
山
先
師
の
取
り
な
し
に
よ
り
、
人
間
国

宝
・
故
宮
入
行
平
の
門
下
に
入
り
、
出
品

作
の
ほ
と
ん
ど
が
入
賞
に
名
を
連
ね
、
昭

和
62
年
に
は
、
毎
日
新
聞
賞
の
特
賞
を
受

賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
佐
渡
博
物
館
に
保
管
さ
れ
て
い

る
刀
の
手
入
れ
の
指
導
を
お
願
い
し
て
お

り
、
市
の
工
芸
品
・
美
術
品
の
保
護
に
協

力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
博
物
館　

☎
52
―
２
４
４
７

あ
い
ぽ
ー
と
佐
渡 

Sado Information Center

情
報

　

あ
い
ぽ
ー
と
佐
渡
は
、「
み
な
と
オ
ア

シ
ス
佐
渡
両
津
」
の
認
定
を
受
け
、
佐
渡

の
玄
関
口
で
あ
る
両
津
港
周
辺
地
域
の
賑

わ
い
創
出
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
会
議
、

セ
ミ
ナ
ー
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
会
場
と
し
て

幅
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

佐
渡
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

「
あ
い
ぽ
ー
と
佐
渡
」
☎
67
―
７
６
３
３

　

７
月
14
日
㈭
、
15
日
㈮
の
２
日
間

に
わ
た
り
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐

渡
を
メ
イ
ン
会
場
に
「
第
22
回
全
国

棚
田
（
千
枚
田
）
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開

か
れ
ま
し
た
。
離
島
で
は
初
め
て
の

開
催
と
な
っ
た
同
サ
ミ
ッ
ト
に
は
、

島
内
を
含
め
全
国
の
棚
田
保
全
に
取

り
組
む
地
域
や
団
体
約
７
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
㈱
日
本
総
合
研
究
所
主

席
研
究
員
の
藻
谷
浩
介
さ
ん
が
「
日

本
を
変
え
る
里
山
の
チ
カ
ラ
」
と
題

し
て
講
演
さ
れ
た
ほ
か
、
分
科
会
や

全
体
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
の
あ

る
佐
渡
の
棚
田
を
現
地
の
方
と
交
流

し
な
が
ら
視
察
す
る
こ
と
で
、
あ
ら

た
め
て
棚
田
の
価
値
を
感
じ
て
い
た

だ
け
る
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、Ｕ
30（
ア

ン
ダ
ー
サ
ー
テ
ィ
）
棚
田
サ
ミ
ッ
ト

の
開
催
や
、
分
科
会
の
議
論
を
踏
ま

え
、
サ
ミ
ッ
ト
共
同
宣
言
を
当
日
に

ま
と
め
る
な
ど
、
初
め
て
の
試
み
が

多
く
見
ら
れ
、
参
加
者
は
棚
田
の
価

値
を
見
直
す
と
と
も
に
、
棚
田
の
持

続
可
能
性
を
高
め
る
活
動
な
ど
に
つ

い
て
、
議
論
を
深
め
ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
農
林
水
産
課
農
業
政
策
室

　

生
物
共
生
推
進
係

　

☎
63
―
５
１
１
７

棚田には夢がある！～棚田の価値を知り・活かし・継承するために～
離島初、第22回全国棚田（千枚田）サミットが開催されました

現地視察のようす(小倉千枚田)分科会のようす

7月12日、三浦市長に受賞の
喜びを伝える新保さん

イベント情報
月日 時間 イベント名

８月14日㈰
　 ～16日㈫ 14時開演 郷土芸能鑑賞会

８月20日㈯
11時～17時 佐渡酒祭り

13時～ そうだ！佐渡へ行こう!!

８月27日㈯ 12時～ 
(予定)

さどの島銀河芸術祭
オープニングイベント

８月28日㈰ 10時～12時 クリエイティブサマーキャンプ2016
作品発表会

市報さど　平成28年8月号
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地
域
お
こ
し
協
力
隊　
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ
（
任
期
：
平
成
25
年
９
月
１
日　

～　

平
成
28
年
８
月
31
日
）

「
３
年
間
共
に
歩
ん
だ 

　
　
　
　
地
域
の
方
々
に
感
謝
」

中
山
間
で
農
地
の
保
全
活
動
を
し
な
が

ら
、
い
ず
れ
佐
渡
で
自
ら
農
業
を
始
め
た

い
、
そ
ん
な
気
持
ち
で
地
域
お
こ
し
協
力

隊
に
応
募
し
て
は
や
３
年
に
な
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。

農
地
の
保
全
活
動
と
い
っ
て
も
元
々
農

業
は
素
人
の
身
。
地
域
の
方
々
や
農
業
の

関
係
団
体
な
ど
か
ら
多
く
の
支
援
を
受
け
、

さ
さ
や
か
な
が
ら
柿
や
リ
ン
ゴ
、
ス
イ
カ

な
ど
の
管
理
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

農
業
は
経
験
と
知
識
の
積
み
重
ね
が
重

要
で
す
。
専
業
で
は
な
い
３
年
間
の
経
験

だ
け
で
は
、
ま
だ
ま
だ
独
り
立
ち
す
る
レ

ベ
ル
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
と
し
て
好
き
な
農
業
を
行
い
な
が

ら
佐
渡
に
貢
献
し
た
い
、
そ
の
よ
う
な
気

持
ち
で
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
こ
の
３
年
間
過
ご
し
た
の
は
真

野
新
町
の
商
店
街
で
す
。
佐
渡
で
の
農
的

生
活
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
来
た
私
と
し
て
は

予
想
外
だ
っ
た
の
で
す
が
、
元
々
東
京
の

商
店
街
に
生
ま
れ
育
っ
た
の
で
、
懐
か
し

い
気
持
ち
で
す
ぐ
に
溶
け
込
む
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
始
め
は
気
が
付
か
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
上
に
伸
び
る
東
京
と
は
違
い
、

奥
に
長
く
町
屋
の
造
り
が
残
る
真
野
新
町

の
商
店
街
は
、
歴
史
の
重
み
を
感
じ
さ
せ

る
貴
重
な
も
の
で
す
。
全
国
ど
こ
の
商
店

街
も
厳
し
い
状
態
で
す
が
、
こ
の
貴
重
な

町
屋
の
商
店
街
を
保
存
し
活
性
化
す
る
お

手
伝
い
を
し
よ
う
と
、「
真
野
新
町
宿
町
屋

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
加
し
、
住
民

有
志
の
皆
さ
ん
と
共
に
秋
の
お
茶
会
な
ど

を
運
営
し
て
き
ま
し
た
。

海
、
山
、
里
、
街
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま

と
ま
っ
て
い
る
の
が
佐
渡
の
魅
力
で
あ
り
、

里
山
に
住
む
農
家
に
と
っ
て
も
真
野
新
町

の
よ
う
な
近
く
に
あ
る
商
店
街
は
大
切
な

も
の
で
す
。
私
自
身
も
農
業
を
取
り
組
み

な
が
ら
、
歴
史
あ
る
商
店
街
の
活
性
化
に

関
わ
り
続
け
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。農

業
に
つ
い
て
、
そ
し
て
地
域
に
つ
い

て
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
中
で
、
住
民
の

方
々
よ
り
暖
か
い
サ
ポ
ー
ト
を
い
た
だ
き

続
け
感
謝
す
る
ば
か
り
で
す
。
こ
れ
か
ら

は
微
力
な
が
ら
も
佐
渡
の
お
役
に
立
つ
こ

と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「
波
を
か
き
わ
け
て
世
界
に
進
む
島
へ
」

私
は
大
阪
出
身
で
、
40
歳
を
過
ぎ
る
ま

で
大
阪
の
出
版
社
で
仕
事
を
し
て
い
ま
し

た
。
い
ろ
い
ろ
な
ご
縁
か
ら
地
域
お
こ
し

協
力
隊
に
着
任
し
ま
し
た
が
、
羽
茂
地
区

は
広
く
、
残
念
な
が
ら
す
べ
て
の
集
落
に

関
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
手
が
付
け
ら

れ
な
か
っ
た
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

活
動
の
な
か
で
は
、
羽
茂
に
実
行
委
員

会
を
置
く
本
の
イ
ベ
ン
ト
「
ハ
ロ
ー
！

ブ
ッ
ク
ス
」
の
企
画
運
営
や
、
羽
茂
温
泉

を
会
場
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
や
活
動
の
お
手

伝
い
が
、
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
人
写
真
家
シ
ャ
ル
ル
・

フ
レ
ジ
ェ
さ
ん
が
平
成
27
年
に
佐
渡
を
訪

れ
た
際
、
撮
影
取
材
の
手
配
や
支
援
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
と
き
に
撮
影
し
た
羽
茂

や
佐
渡
の
伝
統
芸
能
を
テ
ー
マ
に
し
た
写

真
展
は
、
東
京
銀
座
の
エ
ル
メ
ス
本
社
で

今
年
開
催
さ
れ
（
す
で
に
終
了
）
、
約

２
万
人
の
来
場
者
に
佐
渡
の
魅
力
を
伝
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
写
真
展
は

フ
ラ
ン
ス
で
も
開
催
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

佐
渡
に
住
ん
で
感
じ
た
こ
と
は
、
佐
渡
、

そ
し
て
羽
茂
は
豊
か
で
、
ま
だ
ま
だ
可
能

性
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
勝
手
な

私
見
で
す
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
荒
波
に

流
さ
れ
ず
、
昔
の
テ
レ
ビ
番
組
「
ひ
ょ
っ

こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
島
」
の
よ
う
に
佐
渡
の

島
だ
け
は
波
を
す
い
す
い
か
き
分
け
て
世

界
に
進
ん
で
い
け
る
希
望
の
光
の
タ
ネ
が

た
く
さ
ん
あ
る
、
と
感
じ
ま
す
。

「
地
域
お
こ
し
」
と
い
っ
て
も
、
地
域

の
課
題
や
、
そ
こ
で
一
隊
員
が
で
き
る
活

動
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
何
を
ど
の
よ
う
に
活

動
し
て
い
く
か
、
試
行
錯
誤
す
る
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
あ
る
方
の
話
で
、
印
象
に

残
っ
た
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
「
そ
も
そ
も

地
域
は
寝
た
り
起
き
た
り
す
る
も
の
で
は

な
い
。
人
で
あ
れ
ば
寝
て
い
る
人
を
無
理

に
起
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
寝
て
い
る
人

が
自
分
で
自
然
に
起
き
た
く
な
る
よ
う
に

す
る
の
が
、
地
域
お
こ
し
だ
」
私
も
こ
の

３
年
間
で
寝
て
い
る
人
た
ち
が
起
き
た
く

な
る
よ
う
な
こ
と
が
少
し
で
も
で
き
て
い

れ
ば
よ
い
の
で
す
が
。
今
後
は
、
引
き
続

き
羽
茂
地
区
に
生
活
の
拠
点
を
置
い
て
、

着
任
時
に
自
分
の
夢
と
し
て
掲
げ
た
「
佐

渡
・
羽
茂
を
世
界
に
向
け
て
発
信
す
る
」

こ
と
を
私
な
り
に
実
現
さ
せ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

笹川・西三川・
真野新町担当

寺
てら

内
うち

　栄
ひで

樹
き

羽茂地区担当

澤
さわ

村
むら

　明
はる

亨
ゆき

市報さど　平成28年8月号
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平
成
26
年
度
財
政
援
助
団
体
監
査
の
結
果
に
基
づ
い
た
改
善
措
置
等
の
状
況
に
つ
い
て

　
佐
渡
市
監
査
委
員
は
、
平
成
26
年
度
に
実
施
し
た
財
政
援
助
団
体
監
査
の
結
果
を
受
け
て
、
市
長
か
ら
改
善
措
置
等
を
講
じ
た
旨
の
通
知
を
平
成
28
年
３
月
23

日
に
受
け
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

佐
渡
市
監
査
委
員　
清
水
一
次

佐
渡
市
監
査
委
員　
中
川
隆
一

１	　
一
般
社
団
法
人
佐
渡
観
光
協
会

に
対
す
る
指
摘
事
項

⑴ 　

規
約
等
に
不
備
な
点
が
見
ら
れ
た
。

規
則
の
整
備
や
財
産
台
帳
等
の
整
備
は

適
正
に
行
う
こ
と
を
求
め
る
。

⑵ 　

佐
渡
観
光
協
会
運
営
費
の
対
象
経
費

に
芸
能
披
露
謝
礼
や
イ
ベ
ン
ト
補
助
も

含
め
て
い
る
が
、
補
助
の
目
的
に
合
っ

た
対
象
経
費
に
限
定
し
、
補
助
金
を
請

求
す
る
よ
う
求
め
る
。

⑶ 　

経
常
経
費
の
全
額
を
佐
渡
市
か
ら
の

補
助
金
の
対
象
経
費
と
し
て
い
る
。
定

款
の
趣
旨
を
考
慮
の
上
、
補
助
金
の
対

象
経
費
を
限
定
す
る
よ
う
求
め
る
。

改
善
措
置
等
の
状
況

⑴ 　

監
査
指
摘
後
、
一
般
社
団
法
人
佐
渡

観
光
協
会
会
計
処
理
規
程
に
基
づ
く
勘

定
科
目
区
分
の
整
理
と
備
品
台
帳
の
整

理
を
速
や
か
に
実
施
し
た
。

⑵ 　

一
般
社
団
法
人
佐
渡
観
光
協
会
補
助

金
交
付
要
綱
を
見
直
し
、
事
業
経
費
・

運
営
経
費
の
区
分
を
明
確
に
す
る
と
と

も
に
補
助
対
象
経
費
を
明
確
に
し
、
平

成
27
年
度
か
ら
適
用
し
て
い
る
。

⑶ 　

平
成
26
年
度
に
一
般
社
団
法
人
佐
渡

観
光
協
会
補
助
金
交
付
要
綱
の
全
部
を

改
正
し
、
交
付
基
準
を
明
確
に
し
、
平

成
27
年
度
か
ら
適
用
し
て
い
る
。

２　
観
光
振
興
課
に
対
す
る
指
摘
事
項

⑴ 　

佐
渡
観
光
協
会
に
対
す
る
補
助
金
交

付
要
綱
は
「
補
助
金
の
額
は
、
毎
年
度

市
長
が
別
に
定
め
る
」
と
な
っ
て
お
り
、

交
付
要
件
、
対
象
経
費
な
ど
の
交
付
基

準
の
記
述
が
曖
昧
な
た
め
、
佐
渡
観
光

協
会
の
す
べ
て
の
予
算
が
補
助
対
象
と

な
っ
て
い
る
。

　

 　

ま
た
、
補
助
金
の
上
限
や
補
助
率
が

示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
算
定
根
拠
が
明

確
で
な
い
ば
か
り
で
は
な
く
、
多
く
の

事
業
に
対
す
る
補
助
率
が
１
０
０
％
と

な
っ
て
い
る
。
補
助
金
交
付
要
綱
の
見

直
し
を
求
め
る
。

⑵ 　

佐
渡
観
光
協
会
に
対
す
る
補
助
金
の

額
は
前
述
の
と
お
り
、
毎
年
度
市
長
が

別
に
定
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、

佐
渡
観
光
協
会
運
営
費
補
助
以
外
の
事

業
に
つ
い
て
は
、
市
長
の
決
裁
を
受
け

て
い
な
い
。
こ
れ
は
交
付
要
綱
に
違
反

す
る
手
続
き
な
の
で
適
正
な
手
続
き
を

求
め
る
。

⑶ 　

外
国
人
旅
行
誘
致
事
業
に
つ
い
て
補

助
対
象
経
費
の
う
ち
佐
渡
観
光
協
会
が

支
出
す
べ
き
１
，
４
４
６
千
円
が
平
成

26
年
11
月
ま
で
未
精
算
と
な
っ
て
い
た
。

平
成
25
年
度
事
業
で
予
算
の
繰
り
越
し

手
続
き
も
行
っ
て
お
ら
ず
、
年
度
内
に

事
業
が
完
了
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。
補
助

金
等
交
付
規
則
に
基
づ
き
、
補
助
金
の

返
還
措
置
を
講
ず
る
よ
う
求
め
る
。

⑷ 　

ア
ー
ス
・
セ
レ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
関
連

イ
ベ
ン
ト
事
業
の
請
求
書
の
一
部
に
、

宛
先
が
佐
渡
観
光
協
会
で
な
い
も
の
を

支
出
し
て
い
た
。
ま
た
、
平
成
25
年
度

事
業
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
平
成
24

年
度
事
業
分
の
請
求
を
含
め
て
支
出
し

て
い
た
。
補
助
金
等
交
付
規
則
に
基
づ

き
、
適
切
な
事
後
対
応
を
求
め
る
。

⑸ 　

佐
渡
観
光
協
会
の
補
助
事
業
に
関
し

て
、
前
述
の
よ
う
な
不
適
切
な
事
例
が

い
く
つ
か
見
受
け
ら
れ
た
。
今
後
は
厳

正
な
指
導
及
び
検
査
の
実
行
を
求
め
る
。

改
善
措
置
等
の
状
況

⑴ 　

平
成
26
年
度
に
一
般
社
団
法
人
佐
渡

観
光
協
会
補
助
金
交
付
要
綱
の
全
部
を

改
正
し
、
補
助
率
は
４
分
の
３
以
内
と

し
て
、
平
成
27
年
度
か
ら
適
用
し
て
い

る
。

⑵ 　

平
成
26
年
度
に
一
般
社
団
法
人
佐
渡

観
光
協
会
補
助
金
交
付
要
綱
の
全
部
を

改
正
し
平
成
27
年
度
か
ら
適
用
し
て
い

る
。
ま
た
、
佐
渡
市
事
務
決
裁
規
程
に

基
づ
い
て
適
正
な
手
続
き
を
行
っ
て
い

る
。

⑶ 　

当
該
事
業
の
顛
末
を
調
査
し
、
未
精

算
で
あ
っ
た
費
用
に
係
る
補
助
金
に
つ

い
て
、
佐
渡
市
補
助
金
等
交
付
規
則
第

17
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
補
助
金
の
額

の
確
定
を
取
消
し
、
同
規
則
第
18
条
の

規
定
に
基
づ
き
補
助
金
の
返
還
を
命
じ
、

併
せ
て
同
規
則
第
19
条
の
規
定
（
加
算

金
及
び
延
滞
金
）
を
適
用
し
た
返
還
を

市報さど　平成28年8月号
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確
認
し
た
。

⑷ 　

請
求
・
領
収
書
の
宛
先
が
佐
渡
観
光

協
会
以
外
の
も
の
を
支
出
し
た
経
過
に

つ
い
て
詳
細
調
査
し
た
結
果
、
当
該
事

業
に
係
る
経
費
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
適
正
な
書
類
を
実
績
報
告

書
に
添
付
す
る
よ
う
指
示
し
確
認
し
た
。

　

 　

ま
た
、
過
年
度
分
の
支
出
に
つ
い
て

は
補
助
対
象
外
と
し
て
実
績
報
告
書
の

再
提
出
を
指
示
し
確
認
し
た
。

⑸ 　

佐
渡
市
補
助
金
等
交
付
規
則
及
び
一

般
社
団
法
人
佐
渡
観
光
協
会
補
助
金
交

付
要
綱
に
基
づ
き
厳
正
な
審
査
を
行
う

と
と
も
に
定
期
的
に
実
地
調
査
を
行
う
。

３	　
一
般
財
団
法
人	

佐
渡
市
ス
ポ
ー
ツ

振
興
財
団
に
対
す
る
指
摘
事
項

⑴ 　

規
約
等
に
不
備
な
点
が
見
ら
れ
た
。

規
則
の
整
備
や
財
産
台
帳
等
の
整
備
は

適
正
に
行
う
こ
と
を
求
め
る
。

⑵ 　

佐
渡
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
の
会
計

と
各
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会

の
会
計
間
で
予
算
の
繰
入
れ
、
繰
出
し

を
頻
繁
に
行
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

独
立
し
た
会
計
で
あ
り
、
イ
ベ
ン
ト
実

行
委
員
会
の
会
計
に
残
金
や
不
足
金
が

発
生
し
た
と
し
て
も
そ
の
都
度
、
繰
入

れ
、
繰
出
し
す
る
の
は
不
適
切
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
予
算
は
き
ち
ん
と
区

別
し
、
適
正
に
執
行
す
る
こ
と
を
求
め

る
。

⑶ 　

旅
費
に
「
備
品
購
入
」
等
を
含
め
た

事
例
や
重
複
し
た
旅
費
を
支
出
し
て
い

る
事
例
、
必
要
の
な
い
手
持
金
を
年
度

末
に
出
金
処
理
し
て
い
た
り
、
決
算
書

に
記
載
漏
れ
の
支
出
や
決
算
書
に
記
載

の
あ
る
支
出
を
決
算
後
に
執
行
し
て
い

る
事
例
が
あ
っ
た
。
適
切
な
予
算
執

行
を
求
め
る
と
と
も
に
組
織
内
で
の

チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
強
化
を
望
む
も
の
で

あ
る
。

⑷ 　

出
張
旅
費
を
当
初
予
算
か
ら
大
幅
に

増
額
し
、
一
人
の
職
員
が
年
間
１
２
０

日
も
の
出
張
を
行
っ
て
い
た
が
、
出
張

の
復
命
書
の
提
出
が
な
く
、
行
程
や
目

的
、
実
績
等
の
確
認
が
で
き
な
か
っ
た
。

旅
費
に
つ
い
て
は
、
規
程
ど
お
り
必
ず

復
命
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

改
善
措
置
の
状
況

⑴ 　

現
在
、
引
き
続
き
各
種
規
程
の
再
度

見
直
し
作
業
を
進
め
て
お
り
、
整
備
期

限
を
平
成
28
年
度
ま
で
と
し
て
整
備
完

了
す
る
。

⑵ 　

平
成
26
年
度
の
会
計
処
理
か
ら
各
実

行
委
員
会
へ
説
明
し
了
承
を
得
て
、
各

イ
ベ
ン
ト
の
会
計
は
単
独
処
理
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
平
成
27
年
度
か
ら
は

財
団
会
計
か
ら
の
繰
越
処
理
は
行
わ
な

い
こ
と
に
す
る
。

⑶ 　

歳
入
歳
出
科
目
に
つ
い
て
は
市
の
科

目
に
準
じ
た
も
の
と
し
、
適
切
な
予
算

執
行
に
努
め
て
い
る
。
さ
ら
に
決
裁
区

分
に
係
わ
ら
ず
全
て
の
会
計
処
理
に
つ

い
て
担
当
理
事
が
内
容
確
認
す
る
よ
う

平
成
27
年
度
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
強
化
を

行
っ
て
い
る
。

⑷ 　

出
張
を
行
っ
た
時
に
は
復
命
書
の
提

出
義
務
を
平
成
27
年
度
か
ら
徹
底
し
て

い
る
。

４	

社
会
教
育
課
に
対
す
る
指
摘
事
項

⑴ 　

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
負
担
金
に
つ

い
て
、
佐
渡
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
運

営
経
費
負
担
金
に
含
め
て
一
括
し
て
支

出
し
て
い
る
が
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

運
営
経
費
と
は
別
途
に
補
助
金
と
し
て

の
手
続
き
に
よ
り
支
出
す
る
よ
う
求
め

る
。

⑵ 　

各
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会

の
予
算
に
は
実
行
委
員
会
事
務
局
経
費

等
の
必
要
経
費
が
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、

イ
ベ
ン
ト
ご
と
に
必
要
な
業
務
の
総
事

業
費
が
不
明
と
な
っ
て
い
る
。
イ
ベ
ン

ト
ご
と
に
事
務
局
経
費
も
含
め
た
必
要

な
金
額
を
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
に
計
上
し
、

そ
の
額
を
総
事
業
費
と
し
て
、
佐
渡
市

の
負
担
金
額
を
決
定
す
る
べ
き
で
あ
る
。

⑶ 　

佐
渡
市
の
各
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
負

担
金
を
佐
渡
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
に

交
付
し
た
後
、
佐
渡
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興

財
団
が
各
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
実
行
委

員
会
会
計
に
振
り
分
け
て
い
る
が
、
直

接
各
実
行
委
員
会
に
交
付
す
べ
き
で
あ

る
。
今
後
は
適
正
に
処
理
す
る
よ
う
求

め
る
。

⑷ 　

佐
渡
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
の
経
理

事
務
に
関
し
て
、
誤
り
等
の
事
例
が
数

多
く
見
ら
れ
た
。
財
政
援
助
の
担
当
課

と
し
て
、
公
金
の
適
正
な
支
出
確
認
の

た
め
の
検
査
は
、
厳
正
に
実
施
す
る
よ

う
求
め
る
。

改
善
措
置
等
の
状
況

⑴ 　

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
負
担
金
は
、

平
成
27
年
度
か
ら
佐
渡
市
体
育
協
会
へ

目
的
を
明
確
に
し
て
、
補
助
金
で
支
出

し
て
い
る
。

⑵ 　

各
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会

事
務
局
経
費
等
に
つ
い
て
は
、
精
査
す

る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
今
後
、
各
イ

ベ
ン
ト
の
総
事
業
費
に
つ
い
て
見
直
し
、

負
担
金
の
基
準
に
つ
い
て
再
検
討
し
、

適
正
な
負
担
金
額
と
な
る
よ
う
努
め
る
。

⑶ 　

各
イ
ベ
ン
ト
の
負
担
金
に
つ
い
て
は
、

平
成
26
年
度
か
ら
各
イ
ベ
ン
ト
実
行
委

員
会
へ
直
接
交
付
し
て
い
る
。

⑷ 　

ス
ポ
ー
ツ
協
会
で
は
、
経
理
事
務
の

誤
り
が
な
い
よ
う
全
て
の
会
計
処
理
に

つ
い
て
担
当
理
事
が
内
容
確
認
す
る
よ

う
平
成
27
年
４
月
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
強
化

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
佐
渡
市
が
主

催
す
る
事
業
等
の
負
担
金
に
つ
い
て
は
、

補
助
金
等
交
付
規
則
上
の
手
続
き
を
要

し
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
公
金

が
適
正
に
支
出
さ
れ
て
い
る
か
検
査
す

る
こ
と
と
す
る
。

市報さど　平成28年8月号
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お
　
知
　
ら
　
せ

人
権
擁
護
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま

し
た

　

７
月
１
日
付
け
で
人
権
擁
護
委
員
の
委

嘱
の
発
令
が
あ
り
ま
し
た
。

尾
中　

美
津
代　

さ
ん　
（
畑
野
） 

山
本　

一
夫　
　

さ
ん　
（
橘
）

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
、
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
基
本
的
人

権
を
擁
護
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
身
の
回

り
で
起
き
た
困
り
ご
と
や
心
配
ご
と
等
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
地
方
法
務
局
佐
渡
支
局

　

☎
74
―
３
７
８
７

公
用
車
を
売
却
し
ま
す

　

不
用
に
な
っ
た
公
用
車
を
売
却
し
ま
す
。

　

長
期
間
使
用
し
た
車
両
で
す
の
で
現
物

を
よ
く
確
認
し
て
か
ら
、
見
積
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

売
却
対
象
車
両

①
ス
バ
ル
（
Ｌ
Ｅ
―
Ｔ
Ｖ
２
）

②
ダ
イ
ハ
ツ
（
Ⅴ
―
Ｓ
１
１
０
改
）

③
ニ
ッ
サ
ン
（
Ｔ
―
Ｆ
Ｇ
Ｙ
６
０
改
）

④
三
菱
（
Ｋ
Ｃ
―
Ｆ
Ｍ
６
１
２
Ｊ
）

⑤
三
菱
（
Ｋ
Ｃ
―
Ｆ
Ｇ
５
３
８
Ｂ
）

⑥
ニ
ッ
サ
ン
（
Ｕ
―
Ａ
Ｍ
Ｆ
２
２
改
）

保
管
場
所　
市
消
防
本
部
駐
車
場

参	
加
資
格　
20
歳
以
上
の
市
民
ま
た
は
佐

渡
市
内
で
法
人
登
録
を
し
て
い
る
方
で
、

次
に
該
当
す
る
方
を
除
き
ま
す
。

　

①
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
方

　

②
市
税
を
滞
納
し
て
い
る
方

　

③
佐
渡
市
職
員

見
積
書
の
受
付
期
間

　

８
月
12
日
㈮
〜
８
月
31
日
㈬

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
（
た
だ
し
、
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

　

郵
送
の
場
合
は
８
月
31
日
㈬
必
着
。

見
積
書
の
受
付
期
間
中
は
、
保
管
場
所
に

て
、
車
両
外
観
の
確
認
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。（
事
前
連
絡
が
必
要
）

開
札
日
時
・
場
所

　

９
月
１
日
㈭
・
市
役
所
財
務
課
財
産
管

理
室
内
（
非
公
開
）

物
品
の
引
渡
し
方
法
・
日
時

　

見
積
額
に
消
費
税
相
当
額
を
加
算
し
た

売
買
代
金
を
納
入
後
、
現
状
で
の
引
渡
し

と
し
、
９
月
１
日
㈭
か
ら
９
月
15
日
㈭
ま

で
の
間
に
搬
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
実
施
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

実
施
要
領
配
布
・
見
積
書
受
付
窓
口

○
市
役
所
財
務
課
財
産
管
理
室
管
財
係

　
（
本
庁
舎
３
階
）（
配
布
・
受
付
）

○ 

各
支
所
お
よ
び
各
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
（
実
施
要
領
の
配
布
の
み
）

※ 

実
施
要
領
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

【
入
札
事
務
に
関
す
る
こ
と
】

市
役
所
財
務
課
財
産
管
理
室
管
財
係

　

☎
63
―
３
１
１
４

【
車
両
に
関
す
る
こ
と
】

市
消
防
本
部
警
防
課
施
設
・
装
備
係

　

☎
51
―
０
１
１
９

同
行
援
護
従
業
者
養
成 

　
　
研
修
会
を
開
催
し
ま
す

　

移
動
に
著
し
い
困
難
を
有
す
る
視
覚
障

が
い
の
あ
る
方
の
外
出
を
支
援
す
る
た
め

の
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
「
同
行
援
護
従

業
者
養
成
研
修
」
を
下
記
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

実	

施
機
関　
社
会
福
祉
法
人
新
潟
県
視
覚

障
害
者
福
祉
協
会

日
程　
９
月
16
日
㈮
〜
17
日
㈯

　
　
　

９
月
23
日
㈮
〜
24
日
㈯

会
場　

 

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐
渡 

（
中
原
２
３
４
番
地
１
）

参
加
費　
　

２
０
，
０
０
０
円

テ
キ
ス
ト
代　
２
，
５
９
２
円

※ 

参
加
費
・
テ
キ
ス
ト
代
金
は
申
込
期
間
内
に
当

協
会
指
定
口
座
に
お
振
り
込
み
い
た
だ
き
ま
す
。

定
員　
20
人

※ 

申
込
者
多
数
の
場
合
は
、受
講
者
数
を
調
整
し

ま
す
。

受
講
申
し
込
み

　
「
受
講
申
込
用
紙
」
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
新
潟
県
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会
に

Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。
受
講
の
可

否
に
つ
い
て
は
、
後
日
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。「
受
講
申
込
用
紙
」
は

市
役
所
社
会
福
祉
課
、各
支
所
・
行
政
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
障
が
い
福
祉
担
当
窓
口
で

配
布
し
て
い
ま
す
。

申
込
締
切　
８
月
31
日
㈬

お
問
い
合
わ
せ

　

 

社
会
福
祉
法
人
新
潟
県
視
覚
障
害
者
福

祉
協
会
（
新
潟
市
江
南
区
亀
田
向
陽
１

丁
目
９
―
１
）

　

☎
０
２
５
―
３
８
１
―
８
１
３
０

　


０
２
５
―
３
８
１
―
８
１
２
０

　
（
担
当　

野
中
）

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報

市報さど　平成28年8月号
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お
　
知
　
ら
　
せ

佐
渡
高
等
職
業
訓
練
校 

　
　
　   
簿
記
講
座
の
ご
案
内

　

簿
記
は
「
企
業
の
家
計
簿
」
と
い
わ
れ
、

す
べ
て
の
ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
で
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
も
の
で
す
。

　

簿
記
の
知
識
は
財
務
諸
表
を
読
み
取
る

だ
け
で
は
な
く
、
企
業
、
団
体
、
個
人
経

営
の
経
理
業
務
に
大
い
に
役
立
つ
も
の
で

す
。
あ
な
た
も
、ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
就
職
・

転
職
等
の
た
め
に
会
計
事
務
の
知
識
を
学

ん
で
簿
記
３
級
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
ょ

う
。

開
催
日　

 

８
月
30
日
㈫
〜 

11
月
９
日
㈬
の
間

全
19
回
（
38
時
間
）

・ 

８
月
30
日
〜
10
月
20
日 

（
毎
週
火
曜
日
と
木
曜
日
）

・ 

10
月
26
日
㈬
、
11
月
２
日
㈬
、 

 

11
月
７
日
㈪
、
11
月
９
日
㈬

時
間　
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分　

会
場　
佐
渡
高
等
職
業
訓
練
校
（
八
幡
）

参
加
費　
授
業
料　
　

５
，
０
０
０
円

　
　
　
　

教
科
書
代　

２
，
０
０
０
円

受
験
料　
日
商
簿
記
検
定
３
級
受
験
料
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
，
６
２
２
円

定	

員　
10
人
（
希
望
者
が
５
人
未
満
の
場

合
、
開
講
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

申
込
方
法

① 

佐
渡
高
等
職
業
訓
練
校
に
お
い
で
い
た

だ
き
申
込
書
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

② 

佐
渡
高
等
職
業
訓
練
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、

持
参
・
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
訓
練
校
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
高
等
職
業
訓
練
校

　

〒
９
５
２
―
１
３
１
１

　

佐
渡
市
八
幡
２
０
０
１
番
地
１

　

☎
57
―
１
２
１
２

　


57
―
１
２
１
３

　

電
子
メ
ー
ル
： sado-kunrenkou@

bz04.plala.or.jp
　

 H
P

： http://w
w

w
.sadokunrenkou.

jp/7
生
ご
み
の
た
い
肥
化
に
よ
る 

　
　
　
ご
み
の
減
量
に 

　
　
　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

市
で
は
ご
み
の
減
量
化
、
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
の
一
環
と
し
て
、
一
般
家
庭
向
け
に

は
「
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
補
助
」
を
、

事
業
所
向
け
に
は
「
生
ご
み
を
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
へ
分
別
搬
入
す
る
際
の
手
数
料

免
除
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
市
民
が
環
境
に
関
心

を
持
ち
、
ほ
ん
の
少
し
で
も
環
境
に
や
さ

し
い
取
り
組
み
を
実
践
す
る
こ
と
が
ご
み

の
減
量
化
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
に
直
結

し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

※ 

生
ご
み
た
い
肥
は
、家
庭
菜
園
等
畑
の
土
づ
く

り
、肥
料
と
し
て
有
効
利
用
で
き
ま
す
。

お
知
ら
せ

■	

生
ご
み
処
理
機
の
購
入
補
助
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

購
入
費
の
２
分
の
１
を
補
助
し
ま
す
。

　

・
電
動
式　
　

３
０
，
０
０
０
円
上
限

　

・
コ
ン
ポ
ス
ト　

４
，
０
０
０
円
上
限

■	

生
ご
み
を
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
分
別

搬
入
し
て
く
だ
さ
る
事
業
所
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

生
ご
み
専
用
の
袋
を
支
給
し
ま
す
。
ま

た
、
分
別
搬
入
し
た
生
ご
み
の
処
理
手
数

料
は
、
免
除
さ
れ
ま
す
。

■	

生
ご
み
を
保
管
す
る
際
の
臭
い
対
策
と

し
て
、「
エ
コ
パ
ラ
ダ
イ
ス
ペ
ー
ル
（
バ

ケ
ツ
）」
を
販
売
し
て
い
ま
す
。（
１
個

５
０
０
円
、
一
世
帯
１
個
に
限
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。）

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
環
境
対
策
課
ク
リ
ー
ン
推
進
係

　

☎
63
―
３
１
１
３

放
送
大
学 

　
　
10
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
で
は
平
成
28
年
度
第
２
期

（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま

す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た

い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が

学
ん
で
い
ま
す
。

出
願
期
間

　

第
１
回　

８
月
31
日
ま
で

　

第
２
回　

９
月
20
日
ま
で

※ 

第
２
回
募
集
に
つ
い
て
は
、出
願
時
期
に
よ
り

教
材
到
着
が
10
月
１
日
以
降
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

放
送
大
学
新
潟
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
５
―
２
２
８
―
２
６
５
１

エコパラダイスペール
（直径25㎝、高さ30㎝）

市報さど　平成28年8月号
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公営住宅の入居者を募集します
お問い合わせ　市役所建設課　住宅係　☎０２５９‐６３‐５１１８

　入居申込みには、共通の申込資格 A から C に加え、希望する住宅の特定の申込資格が必要です。
【共通の申込資格】

A）　市内に住所または勤務先があるか、住所を移そうとしていること
B）　公租公課（市税など）を滞納しておらず、現に住宅に困窮していること
C）　申込者（同居する親族を含む）が暴力団員でないこと

【特定の申込資格】
①同居する親族（婚約者を含む）がいること
② 収入月額が158,000円（高齢者世帯、障がい者の

いる世帯、小学校就学前のお子さまがいる世帯な
どは214,000円）以下であること

③ 収入月額が158,000円以上487,000円以下である
こと

＜公募する公営住宅一覧＞

地区 住宅名称（所在階） 公募
戸数

特定
資格

単身
可能

建設
年度 構造区分 間取 月額家賃（円）

両津
原黒住宅1第2号棟(１階) 1 ①② - H5 木造２階共同建て 2LDK 21,700 ～ 42,600

原黒住宅1第3号棟(１階) 1 ①② - H5 木造２階共同建て 2LDK 21,700 ～ 42,600

佐和田 八幡野田住宅（１階） 1 ①② - H2 木造平屋建て 3K 16,800 ～ 33,000

金井 木戸沢第3住宅（１、２階） 3 ①③ - H9 木造２階共同建て 3DK 53,000【定額】

■申込書類 住宅入居申込書と必要書類（住民票の写しなど）を提出してください。
■申込み先 市役所建設課住宅係　または各支所・行政サービスセンター住宅担当窓口
■申込期限 8 月 31 日㈬　午後５時
■入居予定 9 月下旬（申込者多数の場合、抽選となり、期間が延びる場合があります）
■注意事項 入居決定後、次のことが必要です。 
 ◆連帯保証人：市内在住親族２名　　　◆敷金の納入：家賃の３か月分

収入月額	＝		（合計所得額－各種控除額）	 １２

心配ごと相談日（8/15～9/15）
　生活の様々な心配ごとや困りごとを気
軽に相談できる窓口を開催しています。お
住まいの地区以外での相談もできますの
で、ぜひご利用ください。相談は無料、予
約は不要です。直接、開催日にお越しくだ
さい。秘密は守られます。

事業に関するお問い合わせ
　佐渡市社会福祉協議会本所
　☎８１－１１５５
※ こちらの電話ではご相談は受付けておりませ

ん。相談を希望される方は、直接会場にお越し
ください。

地区 相談日 時間 会場

両 津

8月23日㈫
9月  2日㈮
9月13日㈫

13:00～16:00 両津福祉センター
しゃくなげ

9月  7日㈬ 18:00～20:00

相 川

8月16日㈫
8月22日㈪

9:00～12:00 ワイドブルーあいかわ
9月  3日㈯
9月10日㈯

佐和田 8月27日㈯ 9:00～12:00 佐渡中央会館

金 井 9月10日㈯ 13:00～16:00 金井コミュニティセンター

小 木 9月  7日㈬ 13:30～16:30 小木多目的集会施設
（あゆす会館）

市報さど　平成28年8月号
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生活情報
　　さ ど

　

昨
年
５
月
に
改
正
さ
れ
た
電
気
通
信
事

業
法
が
、
平
成
28
年
５
月
21
日
か
ら
施
行

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
施
行
さ
れ
た
電
気
通

信
事
業
法
で
は
、
消
費
者
保
護
ル
ー
ル
が

強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
電
気
通
信
事
業
者

は
、
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
が
成
立

し
た
と
き
に
は
、
遅
滞
な
く
、
消
費
者
に

個
別
の
契
約
内
容
を
明
ら
か
に
し
た
書
面

（
契
約
書
面
）
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
契
約
か
ら
一
定
期
間
内

に
利
用
で
き
る
契
約
解
除
制
度
（
初
期
契

約
解
除
制
度
・
確
認
措
置
）
は
、
８
日
間

は
契
約
先
で
あ
る
電
気
通
信
事
業
者
の
合

意
な
く
、
消
費
者
の
申
し
出
に
よ
り
電
気

通
信
サ
ー
ビ
ス
を
契
約
解
除
で
き
ま
す
。

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
『
光
回
線
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
契
約
書
面
は
し
っ
か

り
と
確
認
し
ま
し
ょ
う
！
』
と
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

【
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
】

●
説
明
義
務
の
充
実

・ 
高
齢
者
や
障
が
い
者
等
配
慮
が
必
要
と

な
る
利
用
者
に
対
し
て
、
そ
の
知
識
、

経
験
、
契
約
目
的
に
配
慮
し
た
説
明
を

契
約
前
に
行
う
こ
と
。

・
携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス
の
「
２
年
縛
り
」

 
 

契
約
等
が
自
動
更
新
さ
れ
る
際
、
利
用

者
に
事
前
通
知
を
す
る
こ
と
。

●
書
面
交
付
義
務
等
の
導
入

・ 

契
約
成
立
後
に
は
遅
延
な
く
、
締
結

さ
れ
た
契
約
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る

契
約
書
面
を
利
用
者
に
交
付
す
る
こ
と
。

（
電
子
メ
ー
ル
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
に
よ

り
、
書
面
が
電
子
交
付
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。）

●
初
期
契
約
解
除
制
度・確
認
措
置
の
導
入

・ 

一
定
の
範
囲
の
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
の

契
約
に
つ
い
て
、
契
約
書
面
の
受
領
日

を
初
日
と
す
る
８
日
間
が
経
過
す
る
ま

で
は
、
電
気
通
信
事
業
者
の
合
意
な
く

利
用
者
の
都
合
の
み
に
よ
り
契
約
を
解

除
で
き
ま
す
。

※ 

一
定
の
範
囲
と
は
…
固
定
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
移
動
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
対
象

（
契
約
解
除
に
当
た
り
、
利
用
料
金
等
の
負
担

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
佐
和
田
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

（
平
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　

☎
57
―
８
１
４
３

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
１イ

８ヤ

８ヤ

（
嫌い
や

や
！
泣
き
寝
入
り
）

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
消
費
者
保
護
ル
ー
ル
は

　
　
　
　
　
ど
う
変
わ
っ
た
の
？

～
改
正
電
気
通
信
事
業
法
が
施
行
～

　

当
校
は
、
行
事
等
で
学
校
を
支
援
し
て

く
れ
る
「
同
窓
会
」
、
学
校
の
隣
の
雑
木

林
を
「
よ
し
い
っ
子
の
森
」
と
し
て
整
備

し
、
子
ど
も
た
ち
へ
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

用
意
し
て
く
れ
る
「
お
や
じ
の
会
」
を
は

じ
め
、
多
く
の
地
域
の
方
々
か
ら
支
援
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
に
は
、

ど
ん
ぐ
り
の
森
（
地
域
の
里
山
）
、
加
茂

湖
、
吉
井
茶
、
サ
ド
ガ
エ
ル
等
の
固
有
種
、

能
楽
、
鬼
太
鼓
、
民
話
な
ど
豊
か
な
教
育

資
源
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
利
点
を
生
か
し
、

郷
土
の
よ
さ
を
実
感
し
、
ふ
る
さ
と
へ
の

愛
着
と
誇
り
を
も
ち
、
夢
や
志
を
も
て
る

子
ど
も
の
育
成
を
目
指
し
、
「
ふ
る
さ
と

学
」
（
佐
渡
学
）
を
教
育
課
程
の
核
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

生
活
科
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
中

心
に
行
う
「
ふ
る
さ
と
学
」
は
、
「
伝
統

芸
能
」
と
「
自
然
環
境
」
の
二
つ
を
重
点

に
し
て
進
め
て
い
ま
す
。
「
伝
統
芸
能
」

で
は
、
地
域
の
方
か
ら
学
び
、
伝
統
を
継

承
し
文
化
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
「
自
然
環
境
」
で
は
、

自
然
に
ど
っ
ぷ
り
と
浸
り
、
自
然
を
豊
か

に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

「
ふ
る
さ
と
学
」
の
取
組
を
一
部
紹
介

し
ま
す
。

○
「
鬼
太
鼓
」
（
３
年
）

　

地
域
の
方
か
ら
鬼
太

鼓
の
歴
史
や
各
地
域
の

型
に
つ
い
て
の
お
話
を

聞
い
た
り
、
た
た
き
方
、

舞
い
方
を
指
導
し
て
も

ら
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

○
「
能
楽
」
（
４
年
）

　

学
区
の
能
舞
台
で
能

を
上
演
す
る
こ
と
を
目

指
し
、
宝
生
流
師
範
の

先
生
か
ら
、
舞
と
謡
を

教
え
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

○
「
よ
し
い
っ
子
の
森
体
験
」
（
全
校
）

　

樹
木
の
名
前
を
教
え

て
も
ら
っ
た
り
、
ネ
イ

チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を
し
た

り
と
、
四
季
を
通
じ
て

森
の
自
然
に
親
し
ん
で

い
ま
す
。

○
「
佐
渡
の
自
然
を
守
る
活
動
」（
６
年
）

　

県
林
業
振
興
課
の
方

か
ら
森
の
は
た
ら
き
に

つ
い
て
学
ん
だ
り
、
よ

し
い
っ
子
の
森
の
ど
ん

ぐ
り
を
地
域
に
あ
る
里

山
へ
植
樹
し
た
り
し
て

い
ま
す
。

◆
教
育
委
員
会 

学
校
教
育
課

　

☎
23
―
４
８
９
８
（
両
津
支
所
内
）

今 
が
ん
ば
っ
て
ま
す

　
　
佐
渡
市
立
両
津
吉
井
小
学
校

市報さど　平成28年8月号
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ジ
オ
パ
ー
ク
、
推
進
日
記
　
�

■	

野
生
下
ト
キ
の
今
期
繁
殖
活
動
が
終
了

　

７
月
８
日
、
子
育
て
中
の
最
後
の
ペ
ア

か
ら
ひ
な
の
巣
立
ち
が
確
認
さ
れ
、
今
期

の
野
生
下
で
の
ト
キ
の
繁
殖
活
動
は
終
了

し
ま
し
た
。
今
年
は
、
53
組
の
ペ
ア
の
う

ち
25
組
か
ら
53
羽
の
ひ
な
が
誕
生
し
、
そ

の
う
ち
39
羽
が
巣
立
ち
し
ま
し
た
。
こ
れ

で
生
ま
れ
た
ひ
な
の
数
、
巣
立
ち
を
し
た

数
と
も
に
こ
れ
ま
で
の
最
多
と
な
り
ま
し

た
。

■	

第
15
回
ト
キ
放
鳥
訓
練
開
始

　

６
月
23
日
、
９
月
下
旬
に
予
定
さ
れ
て

い
る
第
15
回
ト
キ
放
鳥
に
向
け
た
訓
練
が

野
生
復
帰
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
順
化
ゲ
ー
ジ
に

て
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
訓
練
を
行
う

の
は
オ
ス
５
羽
、
メ
ス
14
羽
の
計
19
羽
で
、

空
を
飛
ぶ
・
え
さ
を
探
す
な
ど
自
然
下
で

生
き
て
い
く
た
め
の
能
力
を
身
に
つ
け
ま

す
。

■
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

６
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
軽
ト
ラ
市
・

牛
乳
の
ま
ん
か
さ
祭
に
て
、
ト
キ
環
境
整

備
基
金
へ
の
寄
付
金
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
株
式
会
社
佐
渡
乳
業
様
か
ら
寄

付
金
の
目
録
と
ト
キ
パ
ッ
ク
牛
乳
が
贈
呈

さ
れ
、
佐
渡
市
か
ら
は
感
謝
状
と
ト
キ
の

写
真
パ
ネ
ル
、
エ
コ
バ
ッ
グ
や
ピ
ン
バ
ッ

ジ
な
ど
の
ト

キ
グ
ッ
ズ
一

式
を
記
念
品

と
し
て
贈
呈

し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か

に
新
潟
市
立

亀
田
西
小
学

校
の
児
童
の

皆
さ
ま
、
千
葉
県
柏
市
の
平ひ
ら

崎さ
き

将ま
さ

英ひ
で

様
か

ら
も
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
ご
芳
志
は
ト
キ
野
生
復
帰

の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
ト
キ
交
流
会
館
利
用
停
止
の
お
知
ら
せ

　

ト
キ
交
流
会
館
の
改
修
工
事
に
と
も
な

い
、
次
の
期
間
の
会
館
の
利
用
を
停
止
し

ま
す
。

　
利
用
停
止
期
間

　
９
月
７
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

＊ 

工
事
の
状
況
に
よ
り
期
間
が
変
更
と
な

る
場
合
は
あ
ら
た
め
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

＊ 

ビ
オ
ト
ー
プ
体
験
等
の
受
け
入
れ
は
継

続
し
て
行
い
ま
す
。

◆ 

市
役
所
農
林
水
産
課
農
業
政
策
室

　

ト
キ
政
策
係
（
ト
キ
交
流
会
館
内
）

　

☎
24
―
６
０
４
０

打
上
げ
貝
類
の
妙
（
夏
休
み
特
集
）

　

残
暑
厳
し
い
８
月
も
中
旬
を
迎
え
、
小
、

中
学
生
の
皆
さ
ん
は
、
そ
ろ
そ
ろ
夏
休
み

の
自
由
課
題
を
ど
う
し
よ
う
か
と
考
え
て

い
る
頃
か
と
思
い
ま
す
。
「
標
本
を
つ
く

ろ
う
か
な
」
、
「
研
究
を
や
っ
て
み
よ
う

か
な
」
な
ど
あ
れ
こ
れ
と
考
え
が
頭
に
浮

か
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

標
本
を
つ
く
る
と
し
た
ら
打
上
げ
貝
類

の
標
本
が
お
ス
ス
メ
で
す
。
周
り
が
海
に

囲
ま
れ
た
佐
渡
に
は
、
砂
浜
や
岩
礁
な
ど

変
化
に
富
ん
だ
海
岸
が
身
近
に
あ
り
ま
す
。

海
岸
の
種
類
が
違
う
と
落
ち
て
い
る
貝
類

も
随
分
異
な
っ
て
き
ま
す
。

　

岩
礁
の
海
岸
で
は
、
巻
貝
の
仲
間
が
目

に
付
き
ま
す
。
私
た
ち
が
よ
く
知
っ
て
い

る
「
シ
タ
ダ
ミ
」
、
実
は
「
シ
タ
ダ
ミ
」

と
呼
ん
で
い
る
貝
は
１
種
類
で
は
な
く
、

少
な
く
と
も
４
種
類
以
上
の
貝
が
あ
り
ま

す
。
具
体
的
に
は
オ
オ
コ
シ
ダ
カ
ガ
ン
ガ

ラ
、
コ
シ
ダ
カ
ガ
ン
ガ
ラ
、
ク
ボ
ガ
イ
、

イ
シ
ダ
タ
ミ
ガ
イ
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
貝
は
似
て
い
る
も
の
の
比
較
し

な
が
ら
注
意
深
く
観
察
す
る
と
形
や
模
様

に
わ
ず
か
な
違
い
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
次
は
砂
浜
海
岸
に
つ
い
て
で
す
。

砂
浜
を
ゆ
っ
く
り
と
歩
き
な
が
ら
貝
を
探

す
と
よ
く
目
に
す
る
も
の
は
、
二
枚
貝
の

「
赤
貝
」
の
仲
間
で
す
。
缶
詰
で
も
人
気

の
赤
貝
、
こ
の
仲
間
も
実
は
、
３
種
類
以

上
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
ず

は
ア
カ
ガ
イ
（
図
１
）
、
そ
の
他
、
サ
ル

ボ
ウ
ガ
イ
（
図
２
）
、
サ
ト
ウ
ガ
イ
（
図

３
）
な
ど
一
見
同
じ
貝
に
見
え
る
貝
殻
で

す
が
微
妙
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
、

左
の
写
真
を
参
考
に
、
縦
に
入
っ
て
い
る

筋
（
放
射
肋
）
の
数
を
数
え
て
み
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
本
数
の
違
い
に
気
付
く
は
ず

で
す
。

　

シ
タ
ダ
ミ
も
ア
カ
ガ
イ
も
な
ぜ
こ
の
よ

う
な
違
い
が
生
じ
た
の
か
詳
し
い
原
因
は

は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
わ
ず
か
な
環
境

の
違
い
が
棲
み
分
け
に
関
係
し
、
形
態
の

変
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

　

児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
、
も
し
、
貝
の
判

別
に
困
っ
た
ら
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て
141

図
１

図
２

図
３

軽トラック市・牛乳のまんかさ祭
寄付金贈呈式

◆
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室（
両
津
支
所
内
）

　

☎
27
―
４
１
８
５
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鶴
子
銀
山
⑶
　
進
化
す
る
採
鉱
技
術

　

天
文
11
（
１
５
４
２
）
年
に
開
発
さ
れ
た
鶴
子
銀
山

は
、
鉱
脈
が
露
出
し
て
い
る
尾
根
筋
の
地
表
面
を
掘
り

下
げ
な
が
ら
、
鉱
石
を
採
取
す
る
「
露ろ

頭と
う

掘ぼ

り
」
で
し

た
。
次
第
に
穴
が
深
く
な
る
に
つ
れ
て
、
そ
の
上
に
丸

太
を
組
ん
で
、
穴
底
か
ら
鉱
石
を
吊
し
上
げ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
、
信
州
で
は
「
吊つ
る

し
掘
り
」
と

呼
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。

　

露
頭
掘
り
が
深
く
な
る
に
つ
れ
採
掘
が
困
難
に
な
っ

て
く
る
と
、
鉱
脈
に
沿
っ
て
掘
り
下
が
る
「
ひ
押お

し
掘

り
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
掘
り
方
で
は
雨

水
が
入
っ
た
り
、
地
下
深
く
掘
り
進
む
と
湧
水
の
た
め

採
掘
が
困
難
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
文
禄
４
（
１
５
９
５
）
年
に
石
見
銀
山
か

ら
や
っ
て
き
た
山
師
ら
に
よ
っ
て
、「
横よ
こ

相あ
い

掘ぼ

り
」
と

い
う
水
平
坑
道
を
掘
る
技
術
が
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
掘
り
方
は
、
排
水
ば
か
り
で
は
な
く
、
新
た
な
鉱

脈
も
探
索
で
き
る
と
い
う
も
の
で
、
鉱
石
の
増
産
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
１
５
４
５
年
に
発
見
さ
れ
た
ボ
リ
ビ
ア

の
ポ
ト
シ
銀
山
で
も
、
当
初
は
露
頭
掘
り
で
し
た
が
、

１
５
５
６
年
か
ら
横
穴
が
掘
ら
れ
始
め
、
銀
の
生
産
を

拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。

◆
市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課

　
（
金
井
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
63
―
５
１
３
６

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

【採鉱技術の変遷】

　
佐
渡
市
国
際
交
流
員
　
　
退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

皆
さ
ま
、
こ

ん
に
ち
は
。
佐

渡
市
の
国
際

交
流
員
の
ン
・

ウ
ィ
ー
テ
ン
で

す
。

　

時
間
が
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
８
月
２

日
を
も
ち
ま
し
て
１
年
間
の
任
期
が
終
わ

り
ま
し
た
。
皆
さ
ま
に
は
大
変
お
世
話
に

な
り
、
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
短
い
１
年
間
で

し
た
が
、
数
々
の
人
と
出
会
い
、
さ
ま
ざ

ま
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
と
て
も

充
実
し
た
毎
日
で
し
た
。
市
役
所
の
仕
事

は
初
め
て
で
、
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
た
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
佐
渡
の
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
、

無
事
に
こ
の
１
年
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

実
は
、
佐
渡
へ
来
る
前
は
、
佐
渡
に
つ

い
て
全
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て
み
る
と
、
コ
ブ

ダ
イ
や
夜
の
宿
根
木
の
写
真
し
か
出
て
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
何
も
知
ら
な
い
佐
渡
で

の
生
活
は
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
新
し

い
発
見
に
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
、
佐
渡
に

来
ま
し
た
。
そ
し
て
、
佐
渡
に
着
い
た
そ

の
瞬
間
、
目
の
前
の
風
景
に
感
動
し
ま
し

た
。
一
面
に
広
が
る
田
ん
ぼ
や
青
い
空
、

海
や
山
に
囲
ま
れ
る
こ
の
島
に
住
ん
で
い

る
人
は
す
ご
く
幸
せ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
こ
ん
な
綺
麗
な
景
色

を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
す
。

　

訪
問
や
取
材
、
イ
ベ
ン
ト
業
務
で
、
観

光
地
や
伝
統
芸
能
な
ど
を
見
た
り
、
体
験

す
る
多
く
の
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
四

季
折
々
に
彩
り
を
変
え
る
美
し
い
海
や
山

と
雄
大
で
豊
か
な
自
然
、
佐
渡
の
皆
さ
ま

の
温
か
さ
、
そ
し
て
、
長
い
歴
史
と
伝
承

さ
れ
て
き
た
島
独
特
の
伝
統
文
化
は
佐
渡

な
ら
で
は
の
宝
物
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

去
年
の
10
月
か
ら
行
っ
て
き
た
英
語
講

座
に
は
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
親
切
で
熱
心
な
姿
勢
に
と
て
も

感
激
し
ま
し
た
。
私
も
そ
の
講
座
を
通
し

て
、
佐
渡
の
こ
と
を
よ
り
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

佐
渡
の
国
際
交
流
員
と
し
て
の
こ
の
１

年
間
は
、
私
に
と
っ
て
、
と
て
も
大
切
な

経
験
で
あ
り
、
人
生
の
中
で
忘
れ
ら
れ
な

い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を

活
か
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
帰
国
後
は
観

光
に
関
す
る
よ
う
な
仕
事
に
就
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
佐
渡
の
素
晴
ら
し
さ
を

こ
れ
か
ら
も
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
人
の
皆
さ
ん

を
は
じ
め
世
界
中
の
人
に
伝
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
い
つ
か
佐
渡
か
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

お
会
い
し
ま
し
ょ
う
！

露頭堀り
露頭鉱脈を地表
から採掘

戦国時代後半～
ひ押し堀り
露頭鉱脈部分を
地表から採掘

文禄4年（1595）以降
横相堀り
坑道を掘って地下の 
鉱脈を採掘

市報さど　平成28年8月号
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ち
ま
き
作
り
（
相
川
地
区
）

　

相
川
地
区
公
民
館
で
は
、６
月
28
日
㈫
、

相
川
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
家
庭

料
理
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
11
人
が
参
加
し
、講
師
の
仲
田

善
夫
さ
ん
の
指
導
の
下
、３
か
ら
４
人
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て「
ヨ
シ
の
葉
」を
使
っ
た

「
ち
ま
き
作
り
」に
挑
戦
し
ま
し
た
。参
加

者
の
中
に
は
、「
カ
ヤ
の
葉
」を
使
う
と
こ
ろ

も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

ワ
イ
ワ
イ
と
賑
や
か
に
１
時
間
半
ほ
ど

で
完
成
し
、出
来
上
が
っ
た
ば
か
り
の「
ち

ま
き
」を
全
員
で

試
食
し
、ま
た
来

年
も
開
催
し
て

ほ
し
い
と
い
う
要

望
も
出
る
楽
し

い
講
座
と
な
り

ま
し
た
。

　
子
育
ち
・
親
育
ち
学
級 

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
佐
和
田
地
区
）

　

佐
和
田
地
区
公
民
館
で
は
、６
月
８
日

㈬
、佐
渡
中
央
会
館
を
会
場
に
、佐
渡
保
育

専
門
学
校
の
後
藤
千
恵
子
さ
ん
を
講
師
に

招
き
、５
回
目（
前
期
）と
な
る「
子
育
ち
・

親
育
ち
学
級
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
ベ
ビ
ー
ダ
ン
ス
体
験
会
」「
パ
ー
ト
ナ
ー

はm
y baby

」「
抱
っ
こ
っ
て
楽
し
い
！
」な

ど
を
テ
ー
マ
に
、充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
前
期
５
回
・
後
期
５
回
の
計

10
回
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
ご
希
望
の
方
は
、佐
和
田
地
区
公

民
館（
☎
57
―
８
１
３
１
）ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

社
会
教
育
係
☎
27
―
４
１
８
５

生涯学習
だより
教育委員会社会教育課

（両津支所内）
☎２７─４１８５

佐渡市立中央図書館　☎ 63-2800

図書館だより
BOOK

真剣なまなざしで「ちまき」作り

ママに抱っこでゆらゆら
赤ちゃんも気持ち良さそう

両津図書館に
『愛蔵版
　おはなしのろうそく』
贈呈されました
　佐渡子どもと絵本をつなぐ連
絡会では、たくさんの子どもた
ちにお話を聞いてほしいとの思いから、「おとなのため
のおはなし会」を開催しました。そこで集まった寄付金
で、東京子ども図書館の「愛蔵版おはなしのろうそく」
を贈るプロジェクトに参加し、両津図書館に贈りました。
　この「おはなしのろうそく」に載っているお話は、ど
れもおもしろいお話です。この機会にぜひご覧ください。

　両津図書館では、６月 18 日の
おはなし会で、この「おはなし
のろうそく」に載っているお話
を語ったり、手遊びを紹介しま
した。

お問い合わせ 
　佐渡子どもと絵本をつなぐ連絡会（両津図書館）

　☎２７―４１８２（粟
あ お う

生）

	資料紹介		
「写真集　にいがたの祭り」
小林敏行著　新潟日報事業社
　長年祭りに魅力を感じて各
地の祭りを撮り続けてきた著者。
　現存する新潟県内の貴重な
文化遺産を後世に伝えていき
たいと思い、100の祭りをピッ
クアップした写真集。佐渡の祭
りも季節ごとに掲載されていま
す。

「日蓮聖人の歩みと教え＜佐渡期＞」
高橋俊隆著　山喜房沸書林

　幼くして日蓮聖人の教えに触
れた著者。札幌円山妙覚寺の
住職として日蓮聖人の教えを師
に学んだ。佐渡配流中の日蓮
聖人の歩みを探求した一冊。

市報さど　平成28年8月号
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司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

★
面
談
方
式
。
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

日
時　
8
月
22
日
㈪
〜
26
日
㈮ 

午
後
１
時
〜
５
時

場
所　
市
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

・
土
地
や
建
物
の
売
買
、
贈
与
、
相
続
、
担
保
権
の
設
定
等
の
手
続
き

・
会
社
・
法
人
の
設
立
、
変
更
等
の
登
記

・
金
銭
の
貸
し
借
り
、
借
地
・
借
家
等
の
ト
ラ
ブ
ル
の
申
し
立
て

・
多
重
債
務
者
の
調
停
、
訴
訟
、
自
己
破
産
等
に
よ
る
救
済
の
申
し
立
て

・
訪
問
販
売
の
解
約
、
保
証
人
、
隣
地
間
の
も
め
事
等
の
手
続
き

・
家
庭
内
の
人
間
関
係
と
結
婚
、
離
婚
、
内
縁
等
の
問
題
の
手
続
き

・
遺
言
の
方
法
と
相
続
手
続
き

・ 

高
齢
者
の
今
後
の
財
産
管
理
等
（
生
前
贈
与
・
遺
言
・
負
担
付
遺
贈
・

死
因
贈
与
・
信
託
・
財
産
管
理
委
任
契
約
等
の
手
続
き
）

　

そ
の
他
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　
司
法
書
士
会
佐
渡
支
部

　

 

☎
51
―
４
０
７
７（
8
月
12
日
以
降
の
平
日
・
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

土
地
・
建
物
の
登
記
無
料
相
談

★
面
談
方
式
。
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

日
時　
8
月
22
日
㈪
〜
26
日
㈮ 

午
後
１
時
〜
５
時

場
所　
市
内
各
土
地
家
屋
調
査
士
事
務
所

・
土
地
の
境
界
が
わ
か
ら
な
い

・
宅
地
だ
が
、
登
記
の
地
目
は
農
地
と
な
っ
て
い
る

・
固
定
資
産
税
は
納
め
て
い
る
が
建
物
の
登
記
が
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ

・
増
改
築
し
て
い
る
が
建
物
登
記
を
変
更
し
て
い
な
い
よ
う
だ

・
何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ　
土
地
家
屋
調
査
士
会
佐
渡
支
部

　

☎
57
―
４
３
６
６（
平
日
・
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

首都圏情報コーナー

各郷土会総会・懇親会が 
開催されました
　４月２日㈯第９回首都圏新
穂会総会・懇親会を手始め
に各郷土会総会・懇親会が
開催されました。５月８日㈰
に第38回首都圏佐渡金井会
総会・懇親会、５月21日㈯第
34回関東畑野会総会・懇親
会では、恒例となった「大黒舞」が優雅に演舞されま
した。翌22日㈰には、第63回東京相川会総会・懇親
会、５月28日㈯には、第27回首都圏佐和田会総会・懇
親会が開催されました。
　６月12日㈰首都圏真野人会平成28年度総会・懇親
会では、逸見正平会長が退任され、新会長に倉内壯
吾様が就任されました。今後の活躍が期待されます。
　６月25日㈯第29回関東羽茂会総会では、全国的に
高く評価されている「羽茂リコ－ダーサークル」による
演奏が行われ、「羽茂中学校校歌」演奏では、出席者
が唱和されました。翌、26日㈰には第55回東京赤泊
会総会が開催され、全国大会ジュニア部門準優勝の
「打鼓音ジュニアチーム」の迫力ある演舞が披露され
ました。各郷土会ともにふるさとを思い出す各催しに
時を忘れるひとときでした。

（文責：佐渡市東京事務所　榎谷端夫）

倉内壯吾新会長

佐渡の夏祭りの最後を彩る花火大会
「小木港祭り」にお越しください
　木崎神社で「組おけ
さ」から始まり、町内を２
日間にわたり、「小獅子
舞」「大獅子舞」「鬼太鼓」

「ちとちんとん」「祭り太
鼓」などが門付けして回
ります。
　花火大会は、佐渡島内最大の二尺玉入り超豪華ス
ターマイン、二尺玉２発同時打上げ、尺玉33連発等
寄付者のメッセージを添えて打ち上げられます。
　また、花火前の特設ステージでは、フラダンス、羽
茂高校郷土芸能部、歌謡ショーが行われます。多くの
皆さまのお越しをお待ちしております。
日時：８月 29 日㈪　午前８時 45 分～
　　　８月 30 日㈫　終日
会場：小木町内一円、小木港

・花火大会　29 日㈪　午後８時～
　（荒天順延 31 日まで）
・特設ステージ　29 日㈪
　午後６時～　フラダンス
　午後６時 30 分～　羽茂高校 郷土芸能部
　午後７時～　歌謡ショー
　（午後７時 45 分終了予定）

お問い合わせ
　小木港祭り実行委員会（小木町商工会内）
　☎８６－２２１６

市報さど　平成28年8月号
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＊ 戸 籍 の 窓 ＊ 6/15 ～ 7/21 届出

う ぶ ご え
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  保護者 たんじょう日

両　津 原黒 安　部　紀　雄 67 6.14
　〃 梅津 赤　松　　　治 96 6.17
　〃 両尾 織　田　サ　チ 91 6.20
　〃 下久知 大　倉　照　吉 91 6.23
　〃 歌見 川　上　朝　子 79 6.25
　〃 平松 山　田　マサ子 87 6.25
　〃 秋津 鵜　飼　五十鈴 83 7.  2
　〃 羽吉 坂　野　　　達 81 7.  6
　〃 住吉 石　川　ヱ　ツ 86 7.  8
　〃 下横山 牧　野　小和子 75 7.14
　〃 椎泊 緒　方　ト　シ 88 7.15
　〃 両津湊 北　　　石　松 92 7.18
　〃 両津夷 佐　野　ア　キ 94 7.18
相　川 稲鯨 岩　﨑　ミ　ヨ 95 6.15
　〃 相川四町目浜町 竹　林　正　子 80 6.15
　〃 北立島 本　間　喜代江 94 6.17
　〃 南片辺 大　間　　　弘 79 6.22
　〃 北片辺 三　浦　ヤス子 81 7.  2
　〃 稲鯨 岩　﨑　トミ子 78 7.12
　〃 稲鯨 岩　﨑　テ　ル 93 7.13
　〃 戸中 古　圡　孝　幸 67 7.14
　〃 稲鯨 式　守　勇　次 81 7.18
　〃 相川水金町 小　杉　和　子 85 7.21
　〃 北片辺 丸　山　　　ノ 79 7.21
佐和田 石田 近　藤　　　司 98 6.24
　〃 沢根五十里 金　子　シ　ズ 95 6.24
　〃 八幡 　　地　ミツヱ 84 6.27
　〃 窪田 近　藤　秀　和 87 6.28
　〃 山田 殿　内　政　雄 97 6.28
　〃 沢根篭町 池　田　繁　和 74 6.28
　〃 真光寺 藤　井　久　雄 69 6.29
　〃 八幡 本　間　恒　也 59 6.30
　〃 石田 山　本　ハツヱ 90 7.  3
　〃 沢根五十里 坂　野　ハル子 85 7.  6
　〃 鍛冶町 山　本　ト　メ 97 7.15
　〃 河原田諏訪町 野　上　イ　ト 93 7.17
　〃 沢根 佐々木　キ　ミ 88 7.19
　〃 八幡 石　井　敏　明 66 7.20
金　井 千種 羽二生　繁　俊 67 7.  2
　〃 中興 　　原　英　二 94 7.16
新　穂 新穂瓜生屋 渡　部　カズエ 86 6.19
　〃 新穂瓜生屋 大　籏　美智子 86 6.20
　〃 新穂北方 市　橋　三千雄 82 6.24

新　穂 新穂大野 加　藤　武　夫 92 7.  1
　〃 新穂瓜生屋 相　田　カヲル 81 7.  2
　〃 新穂武井 武　田　稔　子 91 7.  3
　〃 新穂井内 本　間　計　衛 88 7.13
　〃 新穂 後　藤　昭　男 87 7.20
畑　野 小倉 岩　松　榮　治 85 6.15
　〃 宮川 本　間　彌　生 92 6.17
　〃 小倉 田　中　　　誠 54 7.  6
　〃 畑野 本　間　シゲミ 87 7.16
　〃 多田 渡　部　美記子 72 7.16
　〃 小倉 中　尾　　　正 83 7.17
真　野 真野新町 金　杉　ト　ミ 90 6.16
　〃 金丸 林　　　ハルエ 88 6.22
　〃 吉岡 稱　解　シユン 81 6.30
　〃 豊田 山　本　ヨ　シ 79 7.  2
　〃 大小 金　子　マツヱ 81 7.  4
　〃 真野新町 松　井　ミ　ツ 101 7.12
　〃 竹田 中　川　フ　サ 85 7.12
　〃 静平 和　泉　八　重 85 7.13
　〃 真野大川 鈴　木　光　子 83 7.20
小　木 江積 佐　藤　道　明 56 6.28
　〃 小木町 塚　　カ　ツ 97 7.  8
　〃 小木町 齊　藤　正　子 71 7.11
　〃 小木町 藤　田　京　子 84 7.13
　〃 小木町 村　川　八　重 92 7.15
羽　茂 羽茂大石 中　川　与　作 77 6.15
　〃 羽茂本郷 藤　井　三　好 96 6.17
　〃 羽茂亀脇 笠　井　キ　ク 95 6.18
　〃 羽茂上山田 金　子　正　男 85 6.23
　〃 羽茂本郷 北　嶋　ヱ　ツ 90 6.25
　〃 羽茂本郷 本　間　静　江 84 6.28
　〃 羽茂滝平 駒　形　昭　一 89 6.28
　〃 羽茂大石 村　川　武　至 89 6.30
　〃 羽茂大橋 山　田　ミ　ヨ 90 7.  7
　〃 羽茂大橋 一　橋　千鶴子 82 7.11
　〃 羽茂大石 下野平　鉄　雄 76 7.14
赤　泊 三川 榎　　　金　吉 90 6.15
　〃 上川茂 樋　口　俊次郎 92 6.15
　〃 徳和 佐々木　秀　雄 88 6.16
　〃 徳和 仲　川　タ　ズ 82 6.18
　〃 下川茂 水　澤　ミ　キ 96 6.25
　〃 徳和 藤　谷　岩太郎 94 7.  5
　〃 真浦 大　場　ツ　ヂ 110 7.12
　〃 三川 坂　本　ヨ　シ 90 7.15

お く や み
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  年 　 齢  ご 命 日

両　津 浜田 長　坂　莉　渚 義人 7.  1
佐和田 河原田本町 岩　﨑　咲　磨 京平 6.25
　〃 窪田 齋　藤　愛　梨 貴将 6.30
　〃 石田 本　間　央　唄 優也 7.  9
　〃 河原田本町 大　川　陽　葵 光 7.12
　〃 長木 計　良　瑠　夏 天太 7.13
金　井 千種 和　田　柚　咲 勝太 6.13
　〃 泉 新　宮　　　雅 友広 6.16
　〃 三瀬川 本　間　小桃乃 孝耶 6.20

金　井 泉 後　藤　颯　希 浩之 6.22
　〃 千種 樋　口　　　惟 陽 6.30
新　穂 新穂大野 尾　崎　朝　飛 裕樹 6.26
畑　野 畑野 髙　橋　千　佳 健児 7.10
真　野 吉岡 山　城　望　子 千加 6.28
　〃 西三川 髙　柳　湊　佑 信孝 6.29
　〃 名古屋 佐々木　　　彩 佑輔 7.  6
羽　茂 羽茂滝平 金　塚　喜　土 広太 6.30
赤　泊 上川茂 横　呑　萌　香 淳一 6.20
　〃 赤泊 中　野　円　夏 佳 7.  6

（りな）

（さくま）

（あいり）

（おうた）

（ひまり）

（るか）

（ゆずき）

（みやび）

（ことの）

（さつき）

（ゆい）

（あさひ）

（ちか）

（もこ）

（そうすけ）

（あや）

（よしと）

（もか）

（まどか）
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地産地消のお店（サドメシラン）を紹介します！
「サドメシラン」は佐渡の食材（サドメシ）が駆け巡る（ラン）という願いを込めた造語です。
佐渡市が「地産地消のお店」と認定している飲食店、ホテル・旅館、直売所などをご紹介いたします。

吾妻夕映亭海容亭
相川大浦 548-1　☎７４－０００１

　佐渡弥彦米山
国定公園内に位
置し、7000坪の
芝庭園内に貸切
露天風呂や海岸
への散策遊歩道
があり、また、佐
渡北部山系で最
も西に位置することから「夕陽にいちばん近い宿」とし
て皆さまから好評いただいています。
　鮮魚やイカ、エビ、アワビなどの魚介類は、地元の漁
師から直接仕入れており、飛び魚の擂り身汁（吾妻オリ
ジナルの竹筒入り）、山菜の天ぷら、岩牡蠣など、お客様
にご満足いただけるよう、佐渡の旬の食材を提供してい
ます。ホームページでは旬の食材や生産者をご紹介し
ています。宿泊、宴会コースとあわせてご覧ください。
■ホームページ：http://azuma.jpn.com/

ホテルニュー桂
原黒 696-1　☎２７－３１５１

　 日 本 百 景 の
ひ と つ に 数 え
ら れ る 加 茂 湖
の ほ と り に 位
置 し 、 両 津 港
も 眺 め ら れ る
絶 好 の ロ ケ ー
シ ョ ン 。 四 季
折々の景観と佐渡の自然を満喫いただけます。
　ながも、ぎんばそう、わかめといった海藻類、イ
カ、エビ、鮮魚などの佐渡沖で取れた新鮮な魚介類
のほか、こだわりのコシヒカリは女将が自ら栽培し、
朝採り野菜も堪能できます。
　豊かな自然と、湯けむりにいやされながら、おく
つろぎのひと時としていただけるよう、従業員一同、
皆さまのお越しをお待ちしおります。
■ホームページ：http://sado-katsura.jp/

佐渡を元気に！
食を通じてシリーズ 29

※郷土料理集「さどごはん」に掲載しています。
お問い合わせ　市役所産業振興課　地産地消推進係　☎６３－３７９１

市報さど　平成28年8月号

〈作り方〉
①小芋を皮のまま油で揚げ、油を切っておく。
② 鍋に①と砂糖、みりん、みそを入れ、かぶるくらいの

水を加え、弱火でコトコトと煮る。
③味をみて、好みで辛さを加減する。
※ 小芋は低温でじっくり揚げるとホクホクしておいしい。

＜材料＞　４人分
じゃがいも ………………… 30 個くらい
揚げ油 ………………………………… 適量
砂糖 ……………………………… 大さじ１
みりん …………………………… 大さじ１
みそ ……………………………… 大さじ２

【思い出】 じゃがいもの収穫の時に採れる小さないもを皮ごと
おいしくいただきました。子どもの頃のおやつでした。
　親がよく作ってくれ食卓に出してくれ、新じゃがが出回る
と懐かしく思い出して、自分流に作ります。

「サドメシラン認定店」とは　佐渡産食材をふんだんに使用し、「地産地消のお店」として佐渡市が認定したお店です。佐渡産
食材をたくさん消費することは、佐渡の生産者の元氣にもつながります。地産地消のお店で佐渡産食材をたくさん食べて、身
体も佐渡も元氣にしましょう！

サドメシラン（地産地消のお店）認定店舗を募集しています！！

小芋のみそ煮

お問い合わせ　市役所産業振興課　地産地消推進係　☎６３－３７９１
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■発行・編集　佐渡市役所 総合政策課広報広聴係　〒952-1292 佐渡市千種232番地　     ■発行日　平成28年8月10日
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市の面積　855.61㎢（平成26年10月1日）　市の海岸線280.7km（平成25年3月31日）

佐渡市メール配信サービス実施中
＊＊配信情報＊＊
　火災（建物のみ）、防災・防犯、通行止め、
観光イベント情報、くらしの情報、島外イベン
ト情報アドレスsado@mpx.wagmap.jpに空
メールを送ると、仮受付メールが返信されま
すので、案内にしたがって本登録してください。
　迷惑メール設定をしている場合は、空メール送信前に必ず

「psmail.jp」を受信可能ドメインに設定してください。

お問い合わせ		市役所地域振興課（情報統計係）		
☎63─5139

ＣＮＳテレビ（佐渡市ケーブルテレビ）
データ放送　チャンネル　■111ch、112ch、113ch
データ内容　■行政、生活、交通、防災、イベント、コミュニティチャンネル
※�自主放送チャンネルを選局してリモコンのｄボタンを押すだけで簡単に佐
渡市内の情報がご覧になれます。
＊＊加入・使用料・番組についてのお問い合わせ＊＊
　　　　　　　　指定管理者�㈱佐渡テレビジョン☎61-1212

　「市報さど」では、市内の小・中学生、高校生が書いた記事（800字程
度）や、市民の皆さまから写真「私の好きな佐渡の場所」を募集していま
す。記事は電子データで作成をお願いします。詳しくは、市役所総合政
策課広報広聴係（☎63‐3802）へお問い合わせください。

今年もアース・セレブレーション開催 !    8/26㈮〜28㈰
今年は城山コンサートは行いませんが、アース・セレブレーションは変わらず開催します !
好評の「ハーバーマーケット」「フリンジ」「佐渡体験プログラム」などはもちろん、 
佐渡各地で多数の新企画、関連イベントが開催されます。そして、鼓童もさまざまな場所に登場 !
詳しくはEC公式ホームページをご覧ください。ぜひお待ちしています。

□8/27㈯	19:00‐20:30（開場18:00）
ともに目指そう、世界遺産!
佐渡金銀山遺跡＠北沢浮遊選鉱場ライブ

□8/27㈯ 18:00 ～ 18:30	
むっさんこ佐渡祭り 

「鼓童むっさんこ風 お捻り公演」
会場：佐和田諏訪町海岸公園
出演： 鼓童 山口幹文・齊藤栄一・漆久保晃佑

□8/28㈰12:30‐13:00		
小木演芸場「色ものコーナー」
会場：小木「天南荘」
出演：鼓童 小島千絵子・山口幹文・齊藤栄一
入場料：2,700円（※小木演芸場全体の入場料金）

ハーバーマーケット内 フリンジステージ 
□8/26 ㈮	14:00‐14:30	 鼓童フリンジ
□8/27㈯	18:30‐19:00	 特別フリンジ「水口囃子」
□8/27㈯	19:30‐20:00	 鼓童フリンジ「遊火～あそび」
□8/28 ㈰	18:30‐19:15	 鼓童フリンジ「鼓童×バックハー」

シネマキャラバン in ハーバーマーケット
今年、ECとシネマキャラバンがコラボレーションし、三夜、
非日常のスクリーン空間が出現します。
□8/26㈮	20:30「	イントロダクション～シネマキャラバン」
□8/27㈯	20:30「	メモリアル～アース・セレブレーション」
□8/28㈰	20:00「シェア	ザ	コミュニティ」

お問い合わせ　アース・セレブレーション実行委員会
　☎０２５９―８１―４１００（月－金 9:30-17:00）
　Email: ec-info@kodo.or.jp　　http://www.kodo.or.jp/ec

会場： 国指定史跡「佐渡金
銀山遺跡 北沢浮遊
選鉱場跡」（相川）

          ※雨天時 相川体育館
出演： アルテ イ ソレラ＆

鼓童 坂本雅幸・前
田剛史／伝統音楽
芸能団バックハー

（ベトナム）

小木みなと
公園

世界遺産
登録推進
イベント

無料

無料 無料


